
明
治
前
期
の
東
京
大
学
外
国
人
哲
学
教
師
の
資
料
調
査

日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容
に
関
す
る
調
査
・
分
析
の
た
め
に

西

尾

浩

二

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
二
〇
一
〇

二
〇
一
二
年
度
の
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究（
Ｃ
）、
お
よ
び
同
年
度
の
大
谷
大
学
真
宗
総

合
研
究
所
一
般
研
究
に
指
定
さ
れ
て
い
る

日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容

清
沢
満
之
の
東
京
大
学
時
代
未
公
開
ノ
ー
ト
の
調

査
・
分
析

（
研
究
代
表
者

池
上
哲
司
）
の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、
明
治
前
期
に
東
京
大
学
で
哲
学
関
係
の
学
科
を
担
当
し
た
外
国
人
教

師
に
関
す
る
基
礎
資
料
、
と
く
に
彼
ら
の
授
業
に
関
係
す
る
若
干
の
資
料
を
調
査
し
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

基
礎
資
料
と
な
る
の
は
東
京
大
学
の

年
報

や

一
覧

、
外
国
人
教
師
自
身
が
書
い
た
講
義
ノ
ー
ト
や
試
験
問
題
、
著
書
、
書
簡
、
そ

し
て
講
義
を
受
講
し
た
学
生
の
残
し
た
ノ
ー
ト
や
レ
ポ
ー
ト
、
回
想
文
な
ど
で
あ
る
。
外
国
人
教
師
自
身
が
書
い
た
講
義
ノ
ー
ト
は
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
調
査
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

年
報

に
つ
い
て
は

史
料
叢
書

東
京

大
学
史

東
京
大
学
年
報

（
以
下

東
京
大
学
年
報

と
略
す
）
全
六
巻
と
し
て
か
な
り
網
羅
的
に
ま
と
め
ら
れ
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
講
義
の
内

容
や
学
生
の
状
況
な
ど
を
教
師
が
大
学
長
（
時
期
に
よ
り
法
理
文
学
部
綜
理
、
大
学
総
理
、
文
科
大
学
長
な
ど
）
に
毎
年
報
告
す
る

申
報

や
、
ど

の
教
員
が
ど
の
学
年
の
ど
の
学
科
を
担
当
す
る
か
を
一
覧
表
に
し
た

教
員
受
持
学
科
表

な
ど
に
よ
っ
て
、
当
時
の
講
義
の
概
略
を
知
る
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こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
受
講
生
の
残
し
た
ノ
ー
ト
か
ら
は
、
じ
っ
さ
い
の
講
義
内
容
を
か
な
り
具
体
的
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
手
が
か
り
を
組
み
合
わ
せ
て
調
査
し
た
途
中
経
過
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
現
存
す
る
学
生
の
ノ
ー

ト
が
ど
の
教
員
の
ど
の
年
度
の
も
の
に
該
当
す
る
の
か
を
推
定
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
整
理
を
試
み
る
。
そ
の
た
め
に

年
報

に
所
収
の

申
報

や

教
員
受
持
学
科
表

な
ど
関
係
文
書
の
一
部
を
資
料
と
し
て
抜
粋
し
、
本
稿
の
末
尾
に
掲
載
す
る
（
資
料
一

五
）
。
た
だ
し
、

当
該
研
究
の
全
体
の
作
業
は
学
生
の
ノ
ー
ト
の
翻
刻
と
分
析
を
含
め
て
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
現
在
進
行
中
で
あ
る
た
め
、
こ
の
報
告

で
の
整
理
も
不
完
全
で
暫
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
本
来
は
東
京
大
学
外
国
人
哲
学
教
師
の
主
要
な
一
人
で
あ
る
ケ
ー
ベ

ル
の
講
義
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容
と
い
う
研
究
主
題
か
ら
、
と
く
に
明

治
前
期
に
焦
点
を
絞
っ
た
た
め
、
ケ
ー
ベ
ル
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
主
題
的
に
は
扱
わ
な
い
。

さ
て
、
明
治
期
の
東
京
大
学
で
哲
学
関
係
の
学
科
を
担
当
し
講
義
を
お
こ
な
っ
た
外
国
人
教
師
は
、
次
の
六
名
で
あ
る
。
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ

の
在
職
期
間
を
、
東
京
大
学
庶
務
部
人
事
課
作
製
の

傭
外
国
人
教
師
・
講
師
履
歴
書

（
東
京
大
学
所
蔵
、
以
下

講
師
履
歴
書

と
略
す
）
に

よ
っ
て
ま
と
め
て
お
く
。

・
サ
イ
ル：

明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
十
一
月
九
日
〜
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
四
月
三
十
日

・
フ
ェ
ノ
ロ
サ：

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）
八
月
十
日
〜
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
八
月
一
日

・
ク
ー
パ
ー：

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
四
月
十
一
日
〜
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
七
月
十
日

・
ノ
ッ
ク
ス：

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
九
月
二
十
日
〜
十
二
月
十
日

・
ブ
ッ
セ：

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）
一
月
十
日
〜
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
年
）
十
二
月
二
日

・
ケ
ー
ベ
ル：

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
年
）
六
月
十
日
〜
大
正
三
年
（
一
九
一
二
年
）
七
月
三
十
一
日

彼
ら
外
国
人
教
師
（
と
く
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
ブ
ッ
セ
ま
で
）
の
講
義
を
受
講
し
た
日
本
人
学
生
で
ノ
ー
ト
の
現
存
が
確
認
（
ま
た
は
推
定
）
さ
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れ
て
い
る
者
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
八
名
が
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
在
学
期
間
を
記
す
。

・
岡
倉
角
蔵
（
天
心
）：

明
治
八

十
三
年
（
一
八
七
五

八
〇
年
）

・
市
島
謙
吉：

明
治
十
一

十
五
年
（
一
八
七
八

八
二
年
）

・
坪
内
雄
蔵
（
逍
遥
）：

明
治
十
一

十
六
年
（
一
八
七
八

八
三
年
）

・
阪
谷
芳
郎：
明
治
十
三

十
七
年
（
一
八
八
〇

八
四
年
）

・
井
上
円
了：
明
治
十
四

十
八
年
（
一
八
八
一

八
五
年
）

・
金
井
延：

明
治
十
四

十
八
年
（
一
八
八
一

八
五
年
）

・
高
嶺
三
吉：

明
治
十
六

二
十
年
（
一
八
八
三

八
七
年

※
た
だ
し
五
月
に
罹
患
、
七
月
に
病
没
）

・
徳
永
（
清
沢
）
満
之：

明
治
十
六

二
十
年
（
一
八
八
三

八
七
年
）

以
上
の
外
国
人
教
師
の
在
職
期
間
と
日
本
人
学
生
の
在
学
期
間
を
時
系
列
に
並
べ
て
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
、
次
の
表

明
治
期
の
東
京

大
学
外
国
人
哲
学
教
師
と
日
本
人
受
講
生

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
講
義
を
行
い
、
あ
る
い
は
受
講
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
サ
イ
ル
か
ら
ブ
ッ
セ
ま
で
を
順
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

真宗総合研究所研究紀要 第29号



(表）明治期の東京大学外国人哲学教師と日本人受講生
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一

サ
イ
ル
（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー
・
サ
イ
ル

E
d
w
a
rd W

.
S
y
le

英
一
八
一
七

九
〇
）

在
職
期
間：

明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
十
一
月
九
日
〜
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
四
月
三
十
日
。

サ
イ
ル
が
来
日
し
た
の
は
東
京
開
成
学
校
に
着
任
す
る
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
一
度
目
は
短
期
滞
在
で
、
二
度
目
が
長
期
滞
在
と
な
る

東
京
大
学
時
代
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
生
ま
れ
、
移
住
先
の
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
サ
イ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
宣
教
師
と
し
て

中
国
（
清
）
へ
派
遣
さ
れ
る
が
（
一
八
四
五
年

五
二
年
、
五
六
年

六
〇
年
）
、
そ
の
間
、
ペ
リ
ー
の
来
航
か
ら
五
年
後
と
な
る
安
政
五
年
（
一
八
五

八
年
）
に
一
度
長
崎
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
病
気
静
養
が
目
的
の
短
期
滞
在
で
あ
っ
た
が
、

余
は
全
く
日
本
フ
ァ
ン
の
一
人
と
な
り

た
り

と
報
告
書
（T

h
e S

p
irit o

f M
issio

n
s,
F
eb
.,
1859

に
掲
載
）
に
記
す
ほ
ど
日
本
に
好
印
象
を
も
ち
、
日
本
伝
道
を
ア
メ
リ
カ
本
国
に

強
く
勧
め
る
こ
と
に
な
る
。
サ
イ
ル
が
再
び
来
日
す
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
以
上
の
ち
の
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
頃
と
さ
れ
、
横
浜
の

イ
ギ
リ
ス
領
事
館
付
仮
牧
師
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
ト
教
会
の
牧
師
と
な
る
。
ま
た
明
治
五
年
に
横
浜
で
設
立
さ
れ
た

日
本
ア
ジ
ア
協
会
（T

h
e

 
A
sia
tic S

o
ciety o

f Ja
p
a
n

）

の
創
立
に
も
尽
力
し
、
明
治
九
年
に
は
副
会
長
と
な
り
、
明
治
十
二
年
か
ら
十
三
年
に
は
会
長
を
つ
と
め
た
。

け
っ
し
て
若
く
な
か
っ
た
が
（
学
校
着
任
時
五
七
歳
）
、
平
行
し
て
東
京
で
教
育
活
動
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
る
（
以
上
の
点
を
含
め
サ
イ
ル
に
つ
い

て
は
小
澤
（
一
九
六
四
）
や
重
久
（
一
九
六
八
）
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
）
。
明
治
七
年
十
一
月
九
日
よ
り

東
京
開
成
学
校
修
身
学
教
師

（
授
業
時

数
一
週
四
時
間
）
と
し
て
着
任
、
明
治
八
年
五
月
一
日
に
は
歴
史
学
を
加
え

修
身
学
及
歴
史
学
教
師

（
授
業
時
数
一
日
四
時
間
）
と
な
る
（

講

師
履
歴
書

）
。

で
は
サ
イ
ル
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
講
義
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
手
が
か
り
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
講
義
を
受
講
し
た
学
生

が
の
ち
に
残
し
た
回
想
記
と

年
報

の
記
述
で
あ
る
。
た
と
え
ば
三
宅
雄
二
郎
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

英
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ル
は
明
治
七
年
よ
り
十
二
年
ま
で
東
京
開
成
学
校
（
明
治
七
年
開
成
学
校
の
改
称
）
及
び
其
の
後
身
東
京
大
学
に

居
り
、
理
学
及
び
歴
史
を
受
持
ち
、
理
学
と
は
後
の
哲
学
で
あ
つ
て
、
ホ
ツ
プ
キ
ン
ス
の

人
論

及
び
ヘ
ー
ヴ
ン
の

心
理
学

を
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教
科
書
に
し
た
。
歴
史
の
授
業
時
間
に
も
何
か
に
つ
け
て
学
生
に
簡
易
な
教
訓
を
与
へ
、
自
ら
称
し
てC

o
m
m
o
n P

h
ilo
so
p
h
y

と
し

た
。
即
ち
通
俗
哲
学
で
あ
る
。
卑
近
の
例
を
引
い
て
之
に
理
論
を
付
け
た
。
自
ら
頭
が
大
き
く
も
あ
り
、
屢
々
頭
を
例
に
し
て
説
明
を

与
へ
た
。
割
合
に
多
くP

h
ilo
so
p
h
y

の
語
を
使
つ
た
人
と
し
て
之
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
宅
は

理
学
と
は
後
の
哲
学

と
い
う
。
そ
の

理
学

の
具
体
的
内
容
と
し
て

東
京
開
成
学
校
第
四
年
報

明
治
九
年

の

諸

学
科
要
略

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
心
理
学
と
修
身
学
で
あ
る
。

第
三
年
ノ
初
期
ニ
ハ
心
理
学
ヲ
課
シ
而
シ
テ
第
二
期
ニ
ハ
修
身
学
ヲ
課
ス
生
徒
ハ
教
科
書
ト
シ
テ

ド
ク
ト
ル
、
ヘ
ブ
ン

氏
所
著
ノ

書
ヲ
用
フ
ト
雖
ト
モ
又
自
己
ノ
解
剖
分
類
ヲ
以
テ
其
説
ヲ
述
べ
又
論
文
ヲ
作
リ
而
シ
テ
批
評
ス
ベ
シ

こ
こ
で
理
学
（
心
理
学
と
修
身
学
）
の
教
科
書
と
さ
れ
て
い
る

ド
ク
ト
ル
、
ヘ
ブ
ン

氏
所
著
ノ
書

と
は
、
三
宅
の
い
う

ヘ
ー
ヴ
ン

の

心
理
学

で
あ
り
、
当
時
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
も
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ヘ
ヴ
ン

精
神
哲
学

（Jo
sep

h H
a
v
en
,

M
en
tal ph

ilosoph
y
:
in
clu
d
in
g th

e in
tellect,

sen
sibilities,

an
d w

ill,
1857

）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ヘ
ヴ
ン
の
著
書
は
、
明
治
八
年
に
西
周

に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、

般
氏
著
心
理
学

と
し
て
文
部
省
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。
ま
た
三
宅
の
報
告
す
る
ホ
ツ
プ
キ
ン
ス
の

人
論

と
は

人
間
研
究
概
説

（M
a
rk H

o
p
k
in
s,
A
n O

u
tlin

e S
tu
d
y of M

an
;
O
r th

e B
od
y an

d
 
M
in
d in O

n
e S
ystem

,
N
ew
 
Y
o
rk
,
1873

）
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
の
著
書
は

精
神
の
解
剖
学

を
目
指
し
た
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
を
代
表
と
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
常
識
学
派
（S

co
ttish sch

o
o
l

 
o
f co

m
m
o
n sen

se

）
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

又
自
己
ノ
解
剖
分
類
ヲ
以
テ
其
説
ヲ
述
べ

と
い
う

第
四
年
報

の
記
述
も
、
三
宅

が
紹
介
す
る

自
ら
称
し
てC

o
m
m
o
n P

h
ilo
so
p
h
y

と
し
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
お
そ
ら
く
そ
こ
か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

東

京
開
成
学
校
第
二
年
報

明
治
七
年

で
は
、
修
身
学
が

モ
ヲ
ラ
ル
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ヒ

ー

と
も
い
わ
れ
、
当
時
の
専
門
学
科
（
法
学
・
化
学
・
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工
学
）
の
本
科
課
程
第
二
年
（
中
級
）
に
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の‘M

o
ra
l P
h
ilo
so
p
h
y
’

と
い
う
今
な
ら

道
徳
哲
学

と
訳
さ
れ
る
語
は
、

の
ち
に
明
治
十
四
年
四
月
発
行
の

哲
学
字
彙

（
東
京
大
学
三
学
部
印
行
、
井
上
哲
次
郎
ほ
か
編
）
で

道
義
学

と
い
う
翻
訳
が
当
て
ら
れ
て

い
る
が
、
す
で
に
十
一
年
度
の

教
員
受
持
学
科
表

で
も
サ
イ
ル
と
後
任
の
ク
ー
パ
ー
の
担
当
学
科
名
が

修
身
学

か
ら

道
義
学

と
い
う
名
称
に
変
わ
っ
て
い
る
（
資
料
五
を
参
照
）
。
十
九
年
度
以
降
は

倫
理
学

と
な
っ
て
お
り
、
学
科
名
が
修
身
学
、
道
義
学
、
倫
理
学

と
変
遷
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

修
身
学
や
心
理
学
と
同
じ
く
歴
史
学
に
つ
い
て
も
、
サ
イ
ル
が
ど
の
よ
う
な
講
義
を
し
た
の
か
、
回
想
記
や

年
報

だ
け
か
ら
は
あ
ま

り
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

東
京
開
成
学
校
第
三
年
報

明
治
八
年

の

諸
教
授
申
報
抄
訳

に
は
、
学
生
が
修
め
た
学
科
目
と
し
て
、

修

身
学
講
義

ヘ
ー
ヴ
ン
氏

心
理
学

フ
ァ
ウ
レ
ル
氏

論
理

ギ
ゾ
ー
氏

開
化
史

ス
ミ
ス
氏

希
臘
史

ヒ
ュ
ー
ム
氏

英
国
史

ス
ミ
ス
氏

英
国
史

グ
ー
ド
リ
ッ
チ
氏

英
国
史

ギ
ル
マ
ン
氏

万
国
史

ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏

万
国
史

グ
ー
ド
リ
ッ
チ
氏

法
国
史

ジ
ュ
グ
ド
レ
ー
氏

法
国
史

太
古
史

な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ

ン
ス
人
の
レ
オ
ン
・
デ
ュ
リ
ー
（L

eo
n D

u
ry

）
も
文
学
と
歴
史
学
の
教
授
と
し
て
、
明
治
八
年
四
月
四
日
か
ら
明
治
十
年
四
月
三
日
に
満
期

解
職
と
な
る
ま
で
の
間
、
サ
イ
ル
と
同
じ
く
史
学
を
担
当
し
て
い
る
。
両
者
の
細
か
い
分
担
ま
で
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
サ
イ
ル
は
予
備
門

で
も
歴
史
を
教
え
た
が
、
高
田
早
苗
が
そ
の
予
備
門
で
の
話
と
し
て
、
大
憲
章
（
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
）
に
ま
つ
わ
る
講
義
を
サ
イ
ル
が
し
た
こ
と

を
回
想
し
て
い
る
か
ら
、
英
国
史
を
サ
イ
ル
が
担
当
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
当
時
は
一
年
生
の
一
学
期
に

ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー

ム

（D
a
v
id H

u
m
e,
T
h
e S
tu
d
en
t’s H

u
m
e.
A
 
H
istory of E

n
glan

d from
 
th
e earliest tim

es to th
e revolu

tion in 1
6
8
8
,
N
ew
 
Y
o
rk
,
1859

）

を
教
科
書
に
英
国
史
を
学
び
、
二
学
期
に
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
の
仏
国
史
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た（

第
四
年
報

）
。
デ
ュ
リ
ー
が
去
っ
た
の
ち

の
明
治
十
年
度
に
は
、
史
学
担
当
は
サ
イ
ル
だ
け
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
講
義
の
か
な
り
の
部
分
を
彼
が
担
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ

う
。
な
お
当
時
の
学
年
は
九
月
に
始
ま
り
翌
年
の
七
月
に
終
る
（
明
治
時
代
を
通
じ
て
同
じ
）
。
学
期
は
二
学
期
制
（
九
〜
二
月
、
二
〜
七
月
）
で
十

二
年
度
を
境
に
三
学
期
制
（
九
〜
十
二
月
、
一
〜
三
月
、
四
〜
七
月
）
に
変
わ
る
。

回
想
記
や

年
報

を
手
が
か
り
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
そ
の
穴
を
い
く
ら
か
埋
め
、
サ
イ
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ル
の
講
義
内
容
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
う
少
し
具
体
的
に
教
え
て
く
れ
る
資
料
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ギ
ャ
ロ
ー
デ
ッ
ト
大
学
（G

a
lla
u
d
et U

n
iv
er-

sity
：

世
界
で
唯
一
の
ろ
う
者
・
聴
覚
障
害
者
の
学
生
の
た
め
の
大
学
）
に
残
っ
て
い
る
。
同
大
学
のG

a
lla
u
d
et U

n
iv
ersity A

rch
iv
es

に
は
、

サ
イ
ル
が
教
会
関
係
者
や
家
族
と
交
わ
し
た
書
簡
を
は
じ
め
と
し
て
サ
イ
ル
の
文
書
類
が
収
集
保
存
さ
れ
、10

のseries

、29

のb
o
x

、
多

数
のfo

ld
er

に
分
類
整
理
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
（G

allau
d
et U

n
iversity

 
A
rch

ives,
C
all N

u
m
ber

:
M
S
S
 
6
6
:
P
apers of

 
E
d
w
ard

 
W
.

S
yle,

1
7
5
8
1
9
0
6

）
。
そ
の
一
部
を
本
稿
の
脱
稿
直
前
に
入
手
し
た（
資
料
一：

個
々
の
文
書
を25

7

の
よ
う
にb

o
x
fo
ld
er

で
示
す
）
。
こ
の
サ
イ

ル
文
書
か
ら
い
く
つ
か
の
こ
と
が
わ
か
る
。

哲
学
関
係
で
は
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
と
思
わ
れ
る
四
つ
の
英
文
原
稿
（25

7;
25

8;25
15

）
か
ら
、
比
較
的
初
期
の
サ
イ
ル
の
講
義
内
容
と

教
育
の
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
三
つ
は
い
ず
れ
も
一
八
七
六
年
四
月
中
旬
の
日
付
が
あ
る
。
明
治
八
年
度
の
心
理
学

か
修
身
学
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
ろ
う
（
あ
と
一
つ
は
年
代
不
明
だ
が
お
そ
ら
く
同
様
だ
ろ
う
）
。
先
ほ
ど
引
用
し
た

自
己
ノ
解
剖
分
類
ヲ
以
テ
其
説

ヲ
述
べ
又
論
文
ヲ
作
リ
而
シ
テ
批
評
ス
ベ
シ

と
い
う
指
示
に
対
応
す
る
学
期
途
中
の
課
題
と
思
わ
れ
る
。
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
者
は
化
学
科

と
工
学
科
の
二
年
生
で
あ
る
。
当
時
は
法
学
・
化
学
・
工
学
の
三
学
科
制
で
哲
学
科
ど
こ
ろ
か
ま
だ
文
学
部
も
な
か
っ
た
。
内
容
は
今
後
詳

し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
る
が
、

自
然
に
お
け
る
人
間
の
位
置
は
い
か
な
る
も
の
か

人
は
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
の
う
ち
で
も
っ
と
も
高
等
で

あ
る

動
物
は
知
性
を
も
つ
か

具
体
的
観
念
と
抽
象
的
観
念

と
い
っ
た
論
題
だ
け
か
ら
で
も
、M

en
ta
l P
h
ilo
so
p
h
y

（In
tellectu

a
l

 
P
h
ilo
so
p
h
y

な
い
しM
en
ta
l S

cien
ce

）
に
関
す
る
サ
イ
ル
の
講
義
内
容
が
一
般
教
養
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
部
分
的
に
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
本
文
に
は
本
文
と
異
な
る
筆
跡
（
鉛
筆
書
き
）
で
お
そ
ら
く
サ
イ
ル
に
よ
る
か
な
り
丁
寧
な
英
文
添
削
の

跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
本
文
の
後
ろ
に
も
添
削
と
同
じ
筆
跡
で
講
評
が
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
、
あ
る
レ
ポ
ー
ト
の
後
ろ
に
は

英
文
で

そ
の
ま
ま
写
し
す
ぎ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
レ
ポ
ー
ト
と
み
な
せ
な
い
。
独
自
性
に
欠
け
る
（C

o
p
ied to

o clo
sely

;
so th

a
t it ca

n
 

h
a
rd
ly b

e co
n
sid
ered a

n E
ssa

y a
t a
ll:
it la

ck
s o
rig
in
a
lity

）

と
あ
る
。
学
生
に
は
手
厳
し
い
講
評
だ
が
、
レ
ポ
ー
ト
を
調
べ
て
み
る
と
な

る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
具
体
例
（
ミ
ツ
バ
チ
、
鳥
、
ア
リ
、
犬
、
ビ
ー
バ
ー
、
ク
モ
な
ど
の
巣
作
り
や
帰
巣
行
動
）
に
基
づ
き
動
物
の
本
能
が
い
か
に
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人
間
の
知
性
と
質
的
に
異
な
る
か
を
論
じ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
ヘ
ヴ
ン
のM

en
tal ph

ilosoph
y

の
本
能
に
つ
い
て
の
章（‘In

stin
ct

T
h
e

 
in
tellig

en
ce o

f th
e b

ru
te a

s d
istin

g
u
ish
ed fro

m
 
th
a
t o
f m

a
n
’
p
p
.
330

341

）
か
ら
英
文
を
抜
き
出
し
て
再
構
成
し
た
も
の
と
判
明
、
サ
イ

ル
が
こ
の
本
を
実
際
に
授
業
で
使
っ
て
い
た
こ
と
を
写
し
す
ぎ
の
レ
ポ
ー
ト
が
実
証
的
に
裏
づ
け
て
く
れ
た
。

サ
イ
ル
文
書
か
ら
入
手
し
た
試
験
問
題（22

13

）
は
、
活
字
印
刷
さ
れ
た
三
種
類
の
史
学
の
試
験
問
題
で
、
い
ず
れ
も
年
代
不
明
だ
が
東
京

開
成
学
校
時
代
の
も
の
で
サ
イ
ル
の
署
名
付
き
で
あ
る
。
こ
の
試
験
問
題
か
ら
わ
か
る
の
は
、

第
三
年
報

に
列
挙
さ
れ
た
学
科
の
う
ち
で

ヒ
ュ
ー
ム
氏

英
国
史

グ
ー
ド
リ
ッ
チ
氏

英
国
史

ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏

万
国
史

の
少
な
く
と
も
三
つ
は
確
実
に
サ
イ
ル
が
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
（
ギ
ゾ
ー

開
化
史

も
含
め
て
）
す
で
に
サ
イ
ル
着
任
前
に
英
法
科
予
科
の
学
科
教
授
書
籍
に
挙
が
っ
て
い

る
か
ら
（

東
京
開
成
学
校
（
文
部
省
年
報
収
録
分
）
明
治
六
年

）、
サ
イ
ル
も
前
例
に
従
っ
た
の
だ
ろ
う
。
出
題
の
中
身
は
万
国
史
が
ロ
ー
マ
帝

国
衰
退
ま
で
の
古
代
史
、
あ
と
の
二
つ
が
ケ
ル
ト
人
の
時
代
か
ら
ヘ
ン
リ
二
世
な
い
し
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
ま
で
の
英
国
史
で
あ
り
、
講
義
の

概
略
が
推
察
で
き
る
。
ヘ
ン
リ
二
世
ま
で
と
い
う
の
は
、

ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム

（
全
六
巻
）
の
第
二
巻
ま
で
の
内
容
で
あ
る
。
英

国
史
に
つ
い
て
は
民
族
の
移
動
に
着
目
し
た
出
題
が
多
く
、

此
人
は
私
た
ち
に
歴
史
を
教
へ
た
が
、
困
っ
た
事
に
は
、
い
つ
も

人
種
の
移

動

と
い
ふ
事
の
話
ば
か
り
繰
返
し
て
、
私
が
教
授
を
受
け
て
居
た
一
年
許
り
の
間
、
同
じ
問
題
が
屢
々
繰
返
さ
れ
た

と
い
う
高
田
早
苗

の
証
言
を
具
体
的
に
裏
づ
け
て
い
る
。

明
治
十
二
年
二
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
の
試
験
（
つ
ま
り
十
一
年
度
一
学
期
の
期
末
試
験
）
の
時
間
割
表
（22

12

）
か
ら
わ
か
る
の
は
、
十
一

年
度
の

教
員
受
持
学
科
表

に
あ
る
サ
イ
ル
の
史
学
講
義
の
中
身
で
あ
る
。
そ
れ
は
開
化
史
（
文
明
史
）H

isto
ry o

f C
iv
iliza

tio
n

（
第

二
年
級
）
と
ロ
ー
マ
史R

o
m
a
n H

isto
ry

（
第
三
年
級
）
で
あ
っ
た
。
第
一
年
級
は
試
験
の
時
間
割
表
に
もH

isto
ry

と
あ
る
だ
け
だ
が
、
お

そ
ら
く
例
年
通
り
中
身
は
英
国
史
だ
ろ
う
。
二
学
期
の
史
学
と
道
義
学
を
サ
イ
ル
か
ら
引
き
継
い
だ
ク
ー
パ
ー
が
仏
国
史
を
講
義
し
た
と
報

告
し
て
い
る
か
ら
（
十
二
年
度
申
報

法
学
及
文
学
一
年
生
ニ
ハ
余
特
ニ
仏
国
史
中
路
易
十
三
世
即
位
ノ
時
ヨ
リ
路
易
十
四
世
ノ
治
世
終
期
マ
デ
ヲ
講

授

）
、
結
局
、
第
一
年
級
の
史
学
は
、
一
学
期
に
サ
イ
ル
が
英
国
史
を
、
二
学
期
に
ク
ー
パ
ー
が
仏
国
史
を
講
義
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
年
級
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の
開
化
史
は
ギ
ゾ
ー
の
著
書
を
用
い
た
も
の
か
（

第
三
年
報

か
ら
推
測
）
。
ま
た
第
三
年
級
の
ロ
ー
マ
史
に
つ
い
て
は
、
ギ
ボ
ン
の
著
書
を
も

と
に
講
義
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
後
任
の
ク
ー
パ
ー
が
ギ
ボ
ン
の

ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史

の
途
中
か
ら
始
め
て
い
る
か
ら

で
（
十
一
年
度
申
報

文
学
部
第
三
年
級
ノ
生
徒
ニ
ハ
修
身
学
及
ビ
ギ
ボ
ン
氏
所
著
羅
馬
帝
国
史
ヲ
講
授
セ
リ
但
シ
羅
馬
史
ニ
於
テ
ハ
ダ
井
ヲ
ク
レ
シ
ャ
ン
帝

ノ
欧
州
憲
法
大
変
革
ノ
時
ヨ
リ
始
メ

）
、
そ
こ
ま
で
は
一
学
期
に
サ
イ
ル
が
終
え
て
い
た
、
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
事
実
、
次
に
み
る
と
お

り
、
彼
ら
は
引
継
ぎ
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
交
換
し
て
い
る
。

サ
イ
ル
文
書
に
後
任
の
ク
ー
パ
ー
か
ら
サ
イ
ル
に
宛
て
た
三
通
の
書
簡
が
あ
る
（2

23

）
。
詳
細
な
分
析
は
今
後
お
こ
な
っ
て
い
く
が
、
さ

し
あ
た
り
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
ク
ー
パ
ー
の
着
任
四
日
後
に
横
浜
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
書
か
れ
た
書
簡
（15 A

p
ril 1879

）
が
興
味
深

い
。
ク
ー
パ
ー
が
講
義
で
使
う
教
科
書
に
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
昨
夜
た
い
へ
ん
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
情
報
を
じ
っ
く
り

え

て
み
ま
し
た

と
切
り
出
し
た
ク
ー
パ
ー
は

（
昨
夜
は
思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

〔
ニ
コ
マ
コ
ス
〕
倫
理
学

（‘A
risto

tle’s E
th
ics’

）
が
学
生
の
教
科
書
に
き
わ
め
て
適
切
だ
と

え
ま
す

と
述
べ
、
そ
の
理
由
を

こ
の
本
は
英
国
の
大
学
で
道
徳
学

を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
い
ま
広
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
で
す
か
ら
も
ち
ろ
ん
私
も
こ
れ
な
ら
や
り
や
す
い
で
す
し
、
一
般
的
な
問
題
を
論
じ

る
に
は
、
私
の
知
る
限
り
最
適
な
拠
り
所
に
な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

と
説
明
し
て
い
る
（
書
簡
の
前
半
部
分
）
。
そ
し
て
こ
の
書
簡
の
と
お

り
に
実
行
さ
れ
た
（
十
一
年
度
申
報

修
身
学
二
於
テ
ハ
殊
ニ
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
ノ
倫
理
ヲ
講
述
し
加
フ
ル
ニ
現
時
英
国
ニ
於
ル
倫
理
思
想

ノ
進
捗
ヲ
略
述
セ
リ

）。
さ
ら
に
書
簡
の
後
半
で
は

あ
な
た
の
授
業
で
し
て
い
た
こ
と
（w

o
rk

）
に
つ
い
て
少
し
留
意
事
項
を
お
手

の
折

に
書
い
て
下
さ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す

と
依
頼
し
て
い
る
。
サ
イ
ル
と
ク
ー
パ
ー
の
在
職
期
間
に
は
二
十
日
ほ
ど
の
重
な
り
が
あ
る
た
め

（
サ
イ
ル
が
四
月
三
十
日
に
満
期
解
雇
、
ク
ー
パ
ー
が
四
月
十
一
日
か
ら
在
職
）
、
ま
た
退
職
後
も
サ
イ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
へ
移
住
す
る
明
治
十
三
年
ま

で
日
本
（
横
浜
か
）
に
滞
在
し
た
か
ら
、
そ
の
間
に
二
人
は
直
接
に
面
会
し
て
あ
る
い
は
書
簡
や
電
報
で
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
よ
う
な
機
会
に
講
義
内
容
に
つ
い
て
も
互
い
の
意
見
を
交
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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二

フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ

E
a
rn
est F

ra
n
cisco F

en
o
llo
sa

米
一
八
五
三

一
九
〇
八
）

在
職
期
間：

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）
八
月
十
日
〜
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
八
月
一
日
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
つ
い
て
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
研
究
や
解
説
が
あ
る
か
ら
多
言
を
要
し
な
い
。

講
師
履
歴
書

に
は
フ

ェ
ノ
ロ
サ
は
明
治
十
一
年
八
月
十
日
よ
り

東
京
大
学
文
学
部
政
治
学
教
師

（
授
業
時
数
一
日
四
時
間
以
内
）
と
し
て
雇
わ
れ
た
と
あ
る
が
、

実
際
に
は
後
掲
の
学
科
表
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
赴
任
当
初
か
ら
政
治
学
の
ほ
か
に
理
財
学
と
哲
学
（
史
）
も
受
け
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が

明
治
十
五
年
八
月
十
日
か
ら
政
治
学
を
外
れ
て

理
財
学
及
哲
学
教
師

と
な
り
、
明
治
十
七
年
八
月
十
日
か
ら
は
理
財
学
も
外
れ
て

哲

学
論
理
学
の
教
師

（
授
業
時
数
一
日
三
時
間
以
内
）
つ
ま
り
哲
学
専
任
と
な
る
に
至
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
前
後
に
入
学
し
た
の
が
清
沢
満
之
ら

で
あ
る
（
十
六
年
度
入
学
）
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
自
筆
の
講
義
録
こ
そ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幸
い
に
も
清
沢
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
学
生
が
ノ

ー
ト
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
申
報
や
試
験
問
題
と
い
っ
た
関
連
資
料
も
あ
る
程
度
残
存
し
、
山
口
静
一（
一
九
七
二
）（
一
九
八
二
）（
二
〇
〇
〇
）

が
引
用
し
整
理
し
て
く
れ
て
い
る
。
た
だ
し
申
報
の
う
ち
明
治
十
六
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
は
ず
の

東
京
大
学
第
四
年

報

が

刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
不
明

存
否
不
明

と
さ
れ
（
山
口
静
一
（
一
九
七
二
））
、
そ
の
年
度
の
申
報
は
山
口
静
一
（
二
〇
〇
〇
）
に

も
未
収
録
で
あ
る
。
し
か
し

第
四
年
報

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
の
稿
本
（
文
部
省
提
出
用
の
浄
書
本
の
写
し
）
が

東
京
帝
国
大
学

五
十
年
史
料

（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
）
に
残
存
し
、
そ
れ
を
原
本
に
手
書
き
の
ま
ま
復
刻
し
た
も
の
が

東
京
大
学
年
報

第
二
巻
に

収
録
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
付
表
は
原
本
に
欠
落
）
。
そ
こ
で
参

の
た
め
に
そ
こ
に
掲
載
の
明
治
十
六
年
度
フ
ェ
ノ
ロ
サ
申
報
を
本
稿
末
尾
に

翻
刻
し
た（
資
料
二
）
。
こ
こ
で
は
そ
れ
も
参
照
し
つ
つ
、
現
存
す
る
学
生
の
ノ
ー
ト
、
と
り
わ
け
質
量
と
も
に
そ
ろ
っ
て
い
る
清
沢
満
之
の
ノ

ー
ト
（
西
方
寺
所
蔵
、
以
下
で
は
参

と
し
て
フ
ィ
ル
ム
番
号
をF

001

な
ど
と
記
す
）
と
高
嶺
三
吉
の
ノ
ー
ト
（
金
沢
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
、
全
七
冊
）

に
基
づ
い
て
、
若
干
の
情
報
と

察
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
論
理
学
の
講
義
に
つ
い
て
み
る
。
論
理
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
研
究
に
必
要
と
い
う
理
由
で
法
理
文
学
部
の
第
一
年
に
課
さ
れ
、
法
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理
学
部
で
半
年
間
、
文
学
部
で
は
一
年
間
の
授
業
が

セ
ボ
ン
氏
著
論
理
学

と

エ
ブ
ェ
レ
ッ
ト
氏
著
論
理
学

を
教
科
書
と
し
て
行
わ

れ
た
（
明
治
十
六
年
度
の

東
京
大
学
法
文
理
学
部
一
覧

）
。
こ
れ
を
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
明
治
十
四
年
か
ら
、
論
理
学
准
教
授
千
頭
徳
馬
と
と
も
に
分

担
し（
そ
れ
以
前
は
外
山
正
一
が
論
理
学
を
担
当
）
、
文
学
部
生
に
は
一
年
の
う
ち
の
後
半
に
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
の
論
理
学
書
を
参

書
と
し
て
教
え

た
（
明
治
十
五
年
度
フ
ェ
ノ
ロ
サ
申
報

本
学
年
中
第
一
年
級
ノ
論
理
学
ハ
第
二
学
期
ノ
半
ヨ
リ
始
メ
総
合
論
理
ニ
就
テ
自
選
ノ
講
義
ヲ
授
ケ
エ
ヴ
ヱ
レ
ッ
ト

氏
著
論
理
学
ヲ
用
ヒ
テ
参

書
ト
ナ
セ
リ

、
十
六
年
度
申
報

毫
モ
前
学
年
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ

）
。
前
半
に
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
論
理
学
書
を
用
い
て

教
え
た
の
が
千
頭
で
あ
る
（
千
頭
申
報
）
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
論
理
学
講
義
は
、
秋
山
ひ
さ
（
一
九
八
二
）
に
よ
る
と
、
彼
が
教
え
始
め
た
明
治
十

四
年
度
の
も
の
が
十
五
年
三
月
か
ら
の
十
一
回
分
と
し
て
金
井
延
の
ノ
ー
ト（
イ
エ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
ッ
キ
図
書
館
所
蔵
）
に
残
る
。
筆
者
未
入
手

だ
が
、
年
度
の
後
半
の
授
業
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
秋
山
の
報
告
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

清
沢
の
明
治
十
六
年
度
の
論
理
学
ノ
ー
ト
（F
054

059

）
に
よ
っ
て
講
義
の
中
身
を
覗
い
て
み
よ
う
。
二
十
六
回
分
の
日
付
不
明
の
講
義
だ

が
、
千
頭
の
も
の
で
は
な
く
後
半
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
も
の
に
間
違
い
な
い
。
第
一
講
は
こ
う
始
ま
る
。

G
en
tlem

a
n

｜I a
m
 
n
o
w
 
g
o
in
g to d

eliv
er a series o

f lectu
res o

n o
n
e o

f th
e m

o
st im

p
o
rta
n
t b
ra
n
ch
es o

f m
en
ta
l

 
p
h
ilo
so
p
h
y
,
n
a
m
ely
,
th
a
t w

h
ich is co

n
v
ersa

n
t a
b
o
u
t th

e la
w
s o
f th

o
u
g
h
t.
B
u
t b
efo

re en
terin

g in
to th

e b
o
d
y o

f
 

th
e d

o
ctrin

e,
I sh

a
ll g

iv
e y

o
u a

n in
tro
d
u
cto

ry lectu
re,

p
relim

in
a
ry d

isco
u
rse.

In th
e fi

rst p
la
ce,

y
o
u h

a
v
e b
een lea

rn
in
g in th

e la
st h

a
lf a

ca
d
em
ic y

ea
r,
th
o
se elem

en
ta
ry lesso

n o
f lo

g
ic a

s
 

w
o
u
ld h

a
v
e m

a
d
e y

o
u m

o
re o

r less fa
m
ilia

r w
ith th

e ro
u
g
h o

u
tlin

e o
f th

e scien
ce.

T
h
ese a

re v
ery co

n
v
en
ien
t

 
fo
r m

e in lectu
rin
g y

o
u th

e co
u
rse w

h
ich I a

m
 
ju
st u

n
d
erta

k
in
g
.
I a
ssu

m
e,
in th

e b
eg
in
n
in
g
,
th
a
t a
ll o

f y
o
u a

re
 

th
o
ro
u
g
h
ly a

cq
u
a
in
ted w

ith th
o
se m

a
tters w

h
ich w

ere g
iv
en in th

e little trea
tise o

f M
r.
Jev

o
n
s’.
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こ
れ
か
ら
論
理
学
の
講
義
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、

こ
の
半
期
（th

e la
st h

a
lf a

ca
d
em
ic y

ea
r

）
で
論
理
学
の
初
歩
（elem

en
ta
ry lesso

n
 

o
f lo

g
ic

）
を
学
ん
だ

学
生
た
ち
に
教
師
が
語
り
か
け
、

ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
氏
の
こ
の
小
著
（th

e little trea
tise o

f M
r.
Jev

o
n
s

）

に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
授
業
を
お
こ
な
う
、
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
前
置
き
か
ら
少
な
く
と
も
二
つ
の
こ
と
が
わ
か
る
。

ひ
と
つ
は
、
教
師
が
後
半
担
当
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
で
あ
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
前
半
の
千
頭
の
授
業
で
使
わ
れ
た
教
科
書
が
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン

ズ
の
い
く
つ
か
あ
る
論
理
学
書
の
う
ち
で
も

論
理
学
の
初
歩

（W
.
S
ta
n
ley
 
Jev

o
n
s,
E
lem

en
tary

 
L
esson

s
 
in
 
L
ogic:

d
ed
u
ctive

 
an
d

 
in
d
u
ctive,

w
ith copiou

s qu
estion

 
an
d
 
exam

ples,
an
d
 
a vocabu

lary of logical term
s,
L
o
n
d
o
n
:
M
a
cm
illa

n
&
co
.,
1870

）
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
他
方
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
使
っ
た
の
は
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
の

思

の
学

（C
h
a
rles C

a
rro

l E
v
erette,

T
h
e S

cien
ce

 
of T

h
ou
gh
t:
A
 
S
ystem

 
of L

ogic,
B
o
sto
n
,
1869

）
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
た
と
え
ば
第
十
二
講
の
最
後
に‘

R
ea
d n

ex
t tim

e,
E
v
erett’s

 
L
a
w
s o
f T

h
o
u
g
h
t

〔T
h
e S
cien

ce of T
h
ou
gh
t

の
こ
と
〕p

.
166

175

╲P
ro
o
f a
n
d S

y
llo
g
ism

.
’

と
こ
の
本
の
予
習
範
囲
が
書
か
れ
て
い
る

し
、
ま
た
別
の
ノ
ー
ト
（F

073

）
に
は
こ
の
本
の
目
次
を
活
用
し
て
清
沢
が
自
習
し
た
跡
が
み
え
る
。

第
一
講
で
こ
の
あ
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
論
理
学
（lo

g
ic

）
と
は
ど
う
い
う
学
か
と
い
う
こ
と
か
ら
説
き
起
こ
し
、

論
理
学
と
は
思

の
学

で
あ
る
（L

o
g
ic is th

e scien
ce o

f th
o
u
g
h
t.

）

と
一
応
規
定
し
た
う
え
で
、

思

を
ロ
ゴ
ス
（lo

g
o
s

）
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
の
意
味
に

ま
で
遡
っ
て
説
明
し
て
い
く
。

思

の
学

と
い
う
の
は
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
の
書
名
で
も
あ
る
。
こ
の
本
も
ま
た
思

の
学
や
ロ
ゴ
ス
の
意
味

に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
序
論
を
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
説
明
の
仕
方
は
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
に
か
な
ら
ず
し
も
依
拠
し

て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
彼
流
で
あ
る
。
授
業
後
半
で
は
、
中
国
に

道
（’D

o
’

）

と
い
う
ロ
ゴ
ス
に
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
東
洋
で

も
論
理
法
則
は
通
用
す
る
と
述
べ
、
他
方
で
西
洋
で
は
、
伝
統
的
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
学
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
Ｊ
・

Ｓ
・
ミ
ル
や
ド
・
モ
ル
ガ
ン
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
ら
が
そ
の
不
備
を
指
摘
し
て
新
し
い
論
理

学
を
打
ち
立
て
た
と
示
唆
し
、
第
一
講
を
終
え
て
い
る
。

第
二
講
よ
り
あ
と
の
講
義
全
体
の
流
れ
も
、
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
論
理
学
か
ら
新
し
い
論
理
学
へ
と
い
う
大
枠
に
沿
っ
て
い
る
。
全
貌
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を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
少
の
言
葉
を
拾
っ
て
み
る
。
ま
ず
十
二
講
ま
で
で
、
思

の
形
式
の
み
を
扱
う
伝
統
的
な
分

析
論
理
学
（a

n
a
ly
tica

l lo
g
ic

）
に
つ
い
て
、
抽
象
作
用
、
概
念
と
名
辞
、
判
断
と
命
題
、
推
論
な
ど
の
観
点
か
ら
解
説
と
批
判
を
加
え
て
い

る
。
十
二
講
目
の
最
後
に
先
ほ
ど
み
た
よ
う
に
予
習
を
促
し
て
、
十
三
講
か
ら
新
し
い
論
理
学
へ
移
る
。
す
な
わ
ち
抽
象
さ
れ
た
形
式
で
は

な
く
自
然
に
実
在
す
る
事
物
を
扱
う
総
合
論
理
学
（sy

n
th
etic lo

g
ic

）
に
移
り
、
こ
れ
を
ほ
か
の
諸
学
と
の
関
係
や
、
肯
定
（p

o
sitiv

ity
,

正
）

と
否
定
（n

eg
a
tiv
ity
,

反
）
の
原
理
、
三
分
法
（trich

o
to
m
y
,

正
反
合
）
と
そ
の
事
例
、
抽
象
と
具
体
、
進
化
発
展
（ev

o
lu
tio
n

）
の
過
程
と
い

っ
た
観
点
か
ら
講
じ
て
い
る
。
一
年
生
に
は
大
変
な
内
容
か
も
し
れ
な
い
が
、
毎
回
授
業
の
初
め
に
か
な
ら
ず
前
回
の
復
習
を
お
こ
な
う（
こ

れ
は
論
理
学
に
限
ら
ず
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
の
特
徴
）
な
ど
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
二
年
後
、
三
年
生
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
教
え
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
清
沢
た
ち
に
こ
う
語
る
。

第
三
に
、
思

の
過
程
が
三
分
法
だ
と
い

う
こ
と
も
、
み
な
さ
ん
に
は
論
理
学
の
授
業
で
す
で
に
示
し
て
あ
り
ま
す

（‘T
h
ird
,
I h
a
v
e a
lso sh

o
w
n y

o
u in lo

g
ic th

a
t th

e p
ro
cess o

f
 

th
o
u
g
h
t is trich

o
to
m
y
.’

）
。
論
理
学
の
初
歩
を
学
び
終
え
た
ば
か
り
の
学
生
に
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
新
し
い
論
理
学
を
手
ほ
ど
き
す
る
フ
ェ
ノ
ロ

サ
の
講
義
は‘trich

o
to
m
y
’

な
る
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の

え
方
を
清
沢
が
大
学
で
教
わ
る
最
初
の
機
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
ヘ

ー
ゲ
ル
哲
学
受
容
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
こ
の
清
沢
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
論
理
学
ノ
ー
ト
を
意
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
哲
学
（
史
）
の
講
義
に
つ
い
て
み
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
哲
学
史
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
そ
れ
に
淵
源
す
る
中
世
哲
学
を
日
本
人
に

は
益
な
し
と
み
て
省
略
し
（
十
一
年
度
申
報

実
際
上
日
本
人
ニ
ハ
大
益
ヲ
期
シ
難
シ

）
、
現
在
の
思
想
や
問
題
を
知
る
の
に
よ
い
と
い
う
理
由
で

（
十
一
年
度
申
報

今
日
思
想
発
達
ノ
端
緒
ト
モ
云
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ

、
十
三
年
度
申
報

現
時
ノ
実
況
ニ
就
テ
ノ
問
題
ヲ
明
知
セ
シ
メ
ン
カ
為
メ

）
、
も

っ
ぱ
ら
デ
カ
ル
ト
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
至
る
近
世
哲
学
を
講
義
し
た
。
こ
れ
が
初
年
度
か
ら
一
貫
す
る
彼
の
方
針
で
あ
る
。

高
嶺
と
清
沢
が
受
け
た
明
治
十
七
年
度
の
二
年
生
の
哲
学
史
で
も
、
第
一
学
期
に
哲
学
と
科
学
の
違
い
を
は
じ
め
と
し
て
哲
学
史
へ
の
予

備
的
講
義
を
行
っ
た
の
ち
、
第
二
学
期
か
ら
本
格
的
な
哲
学
史
を
デ
カ
ル
ト
よ
り
説
き
起
こ
し
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
経
験
論
（
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、

コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
ら
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
ミ
ル
）
に
対
す
る
批
判
へ
論
を
進
め
て
い
る
（
清
沢
ノ
ー
トF

067
069,

F
114

115,

高
嶺
ノ
ー
ト
第
六
冊
、
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高
嶺
に
よ
る
と
明
治
十
七
年
九
月
下
旬
か
ら
十
八
年
五
月
二
十
六
日
ま
で
約
四
十
八
回
分
）
。
翌
十
八
年
度
に
は
そ
の
続
き
で
カ
ン
ト
哲
学
、
と
り
わ
け

純
粋
理
性
批
判

（
ミ
ュ
ラ
ー
の
英
訳
）
に
か
な
り
時
間
を
割
い
た
あ
と
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
哲
学
を
経
て
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
入

り
、
そ
の
後
半
で
ヘ
ー
ゲ
ル

論
理
学

（
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
英
訳
）
を
講
じ
て
い
る
（
清
沢
ノ
ー
トF

063
065,

F
092

094,
F
060

062,

高
嶺
ノ
ー
ト

第
二
冊
、
高
嶺
に
よ
る
と
明
治
十
八
年
秋
か
ら
翌
十
九
年
六
月
ま
で
の
約
三
十
一
回
分
）
。
こ
の
授
業
の
流
れ
は
ほ
と
ん
ど
例
年
通
り
で
あ
る
。

清
沢
ノ
ー
ト
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
哲
学
史
講
義
に
つ
い
て
は
か
な
り
解
読
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
デ
カ
ル
ト
か
ら
ス
ピ
ノ
ザ
批
判
の
途
中
ま
で
の

翻
刻
（
村
形
明
子

二
〇
〇
八
）
と
ヘ
ー
ゲ
ル
論
の
邦
訳
（
山
口
誠
一

二
〇
一
一
）
が
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
も

翻
刻
と
翻
訳
お
よ
び
分
析
の
作
業
を
、
高
嶺
ノ
ー
ト
の
翻
刻
等
と
平
行
し
て
、
大
谷
大
学
の
研
究
班
が
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
い
ま
だ
多
く
を
語
る
段
階
に
な
い
が
、
現
存
す
る
二
人
の
ノ
ー
ト
の
異
同
を
調
査
し
分
析
す
れ
ば
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の

講
義
を
か
な
り
正
確
に
再
現
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
試
み
に
清
沢
ノ
ー
ト
の
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
部
分
を
高
嶺
ノ
ー
ト
と
比
較
照
合

し
て
み
る
と
、
記
述
内
容
や
図
表
は
か
な
り
一
致
す
る
が
、
だ
い
ぶ
異
な
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
聞
き
取
り
や
書
き
取
り
に
粗

密
の
差
が
生
じ
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
が
、
相
当
違
う
箇
所
に
つ
い
て
は
今
後
慎
重
に
分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
一
例

と
し
て
第
二
学
期
第
一
講
の
冒
頭
を
引
用
し
て
並
べ
て
み
る
。
こ
の
箇
所
で
は
（
最
初
の
部
分
が
高
嶺
ノ
ー
ト
に
な
い
こ
と
を
除
け
ば
）
二
人
の
記

述
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。

（
高
嶺
ノ
ー
ト
）

to 13.
F
eb
.

I sh
a
ll reca

p
itu
la
te v

ery b
riefl

y th
e p

reced
in
g lectu

res.
In th

e fi
rst p

la
ce,

I h
a
v
e sh

o
w
n y

o
u th

a
t th

ere is
 

so
m
eth

in
g a

s p
h
ilo
so
p
h
y d

istin
g
u
ish
ed fro

m
 
scien

ce a
n
d u

p
o
n w

h
ich scien

ce m
u
st d

ep
en
d
.
A
fter th

is I h
a
v
e

 
sh
o
w
ed th

a
t a
ll p

ro
b
lem

s o
f p
h
ilo
so
p
h
y ca

n b
e in

clu
d
ed u

n
d
er th

e p
ro
b
lem

 
o
f essen

tia
l d
u
a
lity

;
a
n
d th

erefo
re
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th
a
t ev

en fo
r th

e so
lu
tio
n o

f th
is p

ro
b
lem

 
a
lo
n
e,
w
h
ich is en

tirely o
u
t o
f th

e sp
h
ere o

f scien
ce a

n
d y

et w
ith
o
u
t

 
w
h
ich n

o scien
ce ca

n b
e p

o
ssib

le,
th
ere is a p

ressin
g n

ecessity o
f p
h
ilo
so
p
h
y
.

（
清
沢
ノ
ー
ト
）

P
h
ilo
so
p
h
y
.
2

T
erm

.

B
y P

ro
f.
F
en
o
llo
sa

 
I a
m
 
g
o
in
g to lectu

re o
n th

e co
n
tin
u
a
tio
n o

f th
e L

ectu
res o

n th
e H

isto
ry o

f P
h
ilo
so
p
h
y
.
I h
a
v
e term

in
a
ted th

e
 

p
relim

in
a
ry m

a
tters in th

e lectu
res o

f th
e L

a
st T

erm
 
a
n
d a

m
 
n
o
w
 
in th

e p
o
sitio

n to ta
k
e u
p th

e p
ro
p
er h

isto
ry

 
o
f P
h
ilo
so
p
h
y
.
B
u
t b
efo

re g
o
in
g in

to it,
let m

e b
riefl

y reca
p
itu
la
te th

e essen
tia
l p
o
in
ts o

f th
e co

u
rse o

f p
rev

io
u
s

 
lectu

res.

In th
e fi

rst p
la
ce,

I h
a
v
e sh

o
w
n y

o
u th

a
t th

ere is som
eth
in
g
 
as ph

ilosoph
y,
d
istin

g
u
ish
ed fro

m
 
scien

ce,
a
n
d

 
u
p
o
n w

h
ich scien

ce m
u
st rest.

A
fter th

is I h
a
v
e sh

o
w
n y

o
u th

a
t a
ll p

ro
b
lem

s o
f p
h
ilo
so
p
h
y ca

n b
e in

clu
d
ed

 
u
n
d
er th

e problem
 
of essen

tial d
u
ality

;
a
n
d th

erefo
re th

a
t ev

en fo
r th

e so
lu
tio
n o

f th
is p

ro
b
lem

 
a
lo
n
e,
w
h
ich

 
is en

tirely o
u
t o
f th

e sp
h
ere o

f scien
ce,

a
n
d y

et w
ith
o
u
t w

h
ich n

o scien
ce ca

n b
e p

o
ssib

le,
th
ere is a p

ressin
g

 
n
ecessity o

f p
h
ilo
so
p
h
y
.

こ
こ
で
復
習
さ
れ
て
い
る
一
学
期
の
講
義
内
容
は
高
嶺
ノ
ー
ト
に
確
認
さ
れ
、
現
在
翻
刻
中
で
あ
る
。
清
沢
ノ
ー
ト
に
は
現
在
確
認
中
だ
が
、

整
理
が
進
め
ば
見
つ
か
る
と
予
想
し
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
哲
学
史
講
義
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
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三

ク
ー
パ
ー
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ー
パ
ー

C
h
a
rles Ja

m
es C

o
o
p
er

英

生
没
年
不
詳
）

在
職
期
間：

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
四
月
十
一
日
〜
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
七
月
十
日
。

ク
ー
パ
ー
は
明
治
十
二
年
四
月
に
学
年
の
途
中
か
ら
、
三
年
契
約
で

東
京
大
学
文
学
部
哲
学
及
史
学
教
師

（
授
業
時
数
一
日
四
時
間
内
）

と
し
て
招
か
れ
、
十
四
年
七
月
に
依
願
に
よ
り
解
約
帰
国
し
て
い
る（

講
師
履
歴
書

）
。
そ
の
二
年
余
り
の
在
職
期
間
中
に
提
出
し
た
彼
の
申

報
（
三
年
分
）
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
本
稿
末
尾
に
引
用
す
る
（
資
料
三
）
。

申
報
に
よ
る
と
、
ク
ー
パ
ー
の
担
当
は
史
学
（
内
容
は
法
学
部
文
学
部
一
年
生
の
英
国
史
と
仏
国
史
、
文
学
部
二
年
生
の
英
国
憲
法
史
と
史
論
、
文
学

部
三
年
生
の
ギ
リ
シ
ア
史
と
ロ
ー
マ
史
）
、
修
身
学
（

教
員
受
持
学
科
表

で
は
道
義
学
と
記
さ
れ
て
い
る
）
、
心
理
学
、
哲
学
で
あ
る
。
史
学
関
係
の

授
業
を
多
く
受
け
持
っ
た
よ
う
だ
が
、
哲
学
関
係
で
は
、
す
で
に
サ
イ
ル
の
と
こ
ろ
で
も
み
た
と
お
り
、
赴
任
し
た
明
治
十
一
年
度
の
修
身

学
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
学
と
近
代
英
国
の
倫
理
思
想
を
文
学
部
三
年
生
に
講
義
し
て
い
る
。
ま
た
翌
十
二
年
度
に
は
、
文
学
部
四
年

生
に
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
カ
ン
ト
の
哲
学
を
講
義
し
、
と
り
わ
け
カ
ン
ト
の
ク
リ
チ
ー
ク（

純
粋
理
性
批
判

）
に
多
く
の
時

間
を
費
や
し
た
、
と
報
告
し
て
い
る
。

し
か
し
申
報
は
す
べ
て
残
っ
て
い
て
も
、
ク
ー
パ
ー
の
講
義
内
容
を
詳
し
く
教
え
て
く
れ
る
自
筆
の
講
義
原
稿
や
学
生
の
ノ
ー
ト
類
は
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
学
生
の
ノ
ー
ト
と
し
て
、
阪
谷
と
坪
内
の
も
の
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
ブ
ッ
セ
の
申
報
に
比
べ

て
ク
ー
パ
ー
の
申
報
に
特
徴
的
な
点
の
ひ
と
つ
は
、
講
義
内
容
を
記
す
だ
け
で
な
く
、
目
に
つ
い
た
学
生
の
名
前
を
挙
げ
て
論
評
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
が（
た
だ
し
学
年
暦
の
途
中
に
赴
任
し
た
た
め
学
生
を
知
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
明
治
十
一
年
度
を
除
く
）
、
阪
谷
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
明

治
十
三
年
度
の
申
報
で
ク
ー
パ
ー
は
、
一
年
生
の
う
ち
で

大
ニ
後
来
ノ
望
ア
ル
モ
ノ

の
一
人
と
し
て

坂
谷
芳
郎

の
名
前
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
と
き
の
ク
ー
パ
ー
の
講
義
は
欧
州
の
歴
史
、
と
く
に
ル
イ
十
四
世
以
降
の
仏
国
史
（
ク
ー
パ
ー
申
報
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
筆
者
未

見
だ
が
お
そ
ら
く
こ
れ
を
筆
記
し
た
も
の
が

阪
谷
芳
郎
関
係
文
書

（
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
に
含
ま
れ
る

英
国
史

（
二
冊
）
と

仏
国
史

（
二
冊
）
で
あ
ろ
う
。
サ
イ
ル
着
任
の
頃
か
ら
東
京
大
学
で
は
、
法
学
部
と
文
学
部
の
第
一
年
に
英
国
史
と
仏
国
史
を
学
ぶ
こ
と
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に
な
っ
て
い
た
（
前
年
度
の
申
報
で
ク
ー
パ
ー
も

法
学
及
ヒ
文
学
第
一
年
級
ハ
予
定
ノ
度
ニ
従
ヒ
第
一
学
期
ヲ
以
テ
英
国
史
ヲ
攻
メ
第
二
第
三
ノ
二
学
期
ヲ

以
テ
仏
国
史
ヲ
修
ム

と
明
記
し
て
い
る
）
。
な
お
周
知
の
よ
う
に
同
関
係
文
書
に
は
十
四
年
度
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
哲
学
史
講
義
（
現
存
部
分
は
カ
ン
ト

か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
）
も
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち
ヘ
ー
ゲ
ル
論
を
中
心
と
し
た
部
分
の
解
読
と
翻
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。

坪
内
の
ノ
ー
ト
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
）
に
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
ク
ー
パ
ー
の
講
義
の
筆
記
が
残
っ
て
い
る
。
坪
内
ノ
ー
ト
の

保
存
用
木
箱
に
貼
ら
れ
た
解
説
文
に
は
、
ノ
ー
ト
が
寄
贈
さ
れ
た
経
緯
と
と
も
に
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
だ
け
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
坪
内
が

フ
ェ

ノ
ロ
ー
サ
の
講
義
を
三
年
間
聴
い
た

事
情
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
二
年
の
九
月
（
本
科
二
年
の
新
学
年
）
か
ら
哲
学
史
を
、
翌
年

か
ら
は
政
治
学
、
理
財
学
を
学
び
、
此
理
財
学
の
試
験
に
落
第
し
た
の
で
、
本
科
三
年
を
再
修
し
て
又
理
財
学
の
講
義
を
聴
い
た
。
此
ノ
ー

ト
ブ
ッ
ク
に
は
哲
学
史
の
筆
記
が
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
恩
師F

ra
n
cis B

o
w
en

の
著

近
代
哲
学

に
よ
り
、
デ
カ
ル
ト
よ
り
ハ
ル
ト

マ
ン
に
至
る
哲
学
を
講
じ
た
の
で
あ
っ
た

と
。
し
か
し
よ
り
詳
し
く
み
る
と
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
哲
学
史
や
史
学
な
ど
複
数
の
講
義
が
入
り

混
じ
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
の
最
初
の
部
分
は
、
経
験
論
批
判
や
ス
ピ
ノ
ザ
、
カ
ン
ト
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ス
ペ
ン
ザ
ー
の
進
化
思

想
な
ど
へ
の
言
及
を
含
む
哲
学
史
で
あ
る
。
次
に
、
誰
の
ど
の
講
義
に
関
係
す
る
か
不
明
だ
が
中
国
音
楽
と
音
楽
に
関
す
る
三
頁
分
の
筆
記

（
百
科
辞
典
か
ら
の
抜
粋
と
判
明
）
な
ど
を
は
さ
み
、
再
び

‘H
eg
el:

h
is p

h
ilo
so
p
h
y
’

と
い
う
見
出
し
で
哲
学
史
へ
戻
る
。
こ
れ
ら
哲
学
史

の
部
分
は
明
治
十
二
年
度
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
四
頁
ほ
ど
は
英
国
史
に
関
す
る
内
容
で
、’L

E
C
IV
 
B
y P

ro
f.

C
o
o
p
er’

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ク
ー
パ
ー
が
明
治
十
二
年
度
に
文
学
部
二
年
生
に
お
こ
な
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
英
国
憲
法
史
の
一
部
だ
ろ

う
（
ク
ー
パ
ー
申
報
「
同
第
二
年
生
ハ
月
曜
木
曜
ノ
両
日
ニ
英
国
憲
法
ヲ
水
曜
日
ニ
史
論
学
ヲ
攻
習
セ
リ
」）
。
固
有
名
（P

rin
cess M

a
ry
,
S
ir T

h
o
m
a
s

 
M
o
re,

F
ish
er b

ish
o
p
 
o
f R

o
ch
ester,

E
liza

b
eth
 
B
a
rto
n
,
H
en
ry
 
th
e 8

な
ど
の
名
前
が
見
え
る
）
や
文
脈
か
ら
、
十
六
世
紀
の
英
国
で
ト
マ

ス
・
モ
ア
や
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
が
国
王
ヘ
ン
リ
八
世
と
対
立
す
る
歴
史
的
経
緯
を
講
じ
た
も
の
と
読
み
取
れ
る
。
前
年
度
の
申
報

か
ら
推
測
す
れ
ば
（
も
し
講
義
内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば
）
、
こ
の
講
義
の
全
体
は
近
世
史
教
授
ス
タ
ッ
ブ
（W

illia
m
 
S
tu
b
b
s

）
の
著
書
に
基
づ
い

て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
ま
で
は
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



鉛
筆
で
乱
雑
に
走
り
書
き
さ
れ
た
坪
内
の
ノ
ー
ト
は
、
容
易
に
は
判
読
し
が
た
い
し
断
片
的
で
も
あ
る
が
、
来
日
間
も
な
い
ク
ー
パ
ー
や

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
初
期
の
講
義
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
け

れ
ど
も
柳
田
泉
（
一
九
六
〇
、
九
四

九
五
頁
）
が
ほ
ん
の
一
部
の
翻
刻
を
試
み
た
だ
け
で
、
全
部
を
解
読
し
た
と
い
う
話
は
ま
だ
聞
か
な
い
。

若
き
坪
内
が

如
何
に
こ
の
哲
学
史
の
聴
講
筆
記
に
苦
汁
を
滴
ら
し
た
か

（
柳
田
）
と
い
う
興
味
を
別
と
し
て
も
、
歴
史
的
・
文
献
的
価
値

の
あ
る
も
の
な
の
で
、
清
沢
や
高
嶺
ら
の
質
量
そ
ろ
っ
た
ノ
ー
ト
の
解
読
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
今
、
坪
内
ノ
ー
ト
全
体
の
翻
刻
に
も
着
手
す

る
べ
き
だ
ろ
う
。
ほ
か
の
ノ
ー
ト
と
の
比
較
照
合
な
ど
に
よ
り
坪
内
ノ
ー
ト
の
解
読
と
整
理
が
進
め
ば
、
少
な
く
と
も
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
早
く

か
ら
学
生
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
は
ど
う
い
っ
た
論
点
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
清
沢
と
高
嶺
の
ノ
ー
ト
で

す
べ
て
の
哲
学

の
問
題
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る

と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
主
張
し
て
い
た‘essen

tia
l d
u
a
lity

’

（
本
質
的
二
元
性
）
の
論
点
は
、
す
で
に
坪
内
の
ノ
ー

ト
に
登
場
し
て
い
る
。
十
二
年
度
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
哲
学
史
講
義
の
全
体
を
残
し
た
者
は
い
な
い
の
で
、
デ
カ
ル
ト
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
部
分（
九
月

二
十
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で
の
九
講
分
、
そ
の
う
し
ろ
に
ボ
ウ
エ
ン
『
近
世
哲
学
』
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツp

p
.
99

117

と
バ
ー
ク
リ
ーp

p
.
141

2

の
抜
粋
）
だ

け
が
残
る
市
島
謙
吉
の
ノ
ー
ト
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
対
し
て
、
坪
内
ノ
ー
ト
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
後
半
部
分
を
不
十
分
な

が
ら
相
互
補
完
的
に
提
供
す
る
資
料
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
と
に
か
く
ク
ー
パ
ー
の
（
と
り
わ
け
哲
学
関
係
の
）
講
義
に
つ
い
て

は
資
料
が
き
わ
め
て
乏
し
い
。
今
後
の
新
資
料
の
発
掘
が
待
た
れ
る
。

四

ノ
ッ
ク
ス
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ノ
ッ
ク
ス

G
eo
rg
e W

illia
m
 
K
n
o
x

米
一
八
五
三

一
九
一
二
）

在
職
期
間：

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
九
月
二
十
日
〜
十
二
月
十
日
。

ノ
ッ
ク
ス
は
明
治
十
年
に
長
老
派
宣
教
師
と
し
て
来
日
し
、
十
四
年
よ
り
東
京
一
致
神
学
校（
十
九
年
か
ら
明
治
学
院
、
現
在
の
明
治
学
院
大
学
）

で
神
学
を
教
え
て
い
た
が
、
十
九
年
に
は
ち
ょ
う
ど
同
年
齢
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
か
わ
っ
て
帝
国
大
学
で
も
教
鞭
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
講

師
履
歴
書

に
は

文
科
大
学
講
師

哲
学
、
審
美
学

と
あ
る
。
た
だ
し
洋
行
の
た
め
、
ノ
ッ
ク
ス
の
在
職
期
間
は
わ
ず
か
三
ヶ
月
に
も
満
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た
な
い
。
こ
の
よ
う
な
短
期
間
の
在
職
で
は
申
報
を
提
出
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
短
い
報
告
す
ら
残
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

ノ
ッ
ク
ス
の
講
義
内
容
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
重
要
に
な
る
の
が
学
生
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

清
沢
と
高
嶺
が
ノ
ッ
ク
ス
の
哲
学
と
倫
理
学
（
審
美
学
で
は
な
い
）
の
講
義
を
残
し
て
い
る
。
ま
ず
高
嶺
ノ
ー
ト
の
哲
学
講
義
は
、‘P

h
ilo
so
-

p
h
y L

ectu
red b

y N
o
x v

.I
 
28.

S
ep
.
86.

S
.
T
a
k
a
m
in
e’

と
ノ
ッ
ク
ス
の
名
が
明
記
さ
れ
た
頁
に
始
ま
り
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六

年
）
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
二
月
八
日
ま
で
の
約
二
九
回
分
が
あ
る
。
内
容
は
ロ
ッ
ツ
ェ
の
哲
学
で

‘T
h
e
 
p
h
ilo
so
p
h
y
 
o
f
 
L
o
tze

 
is

 
co
n
ta
in
ed
 
in
 
h
is
 
M
icro

co
sm
o
s’

と
い
う
文
に
始
ま
り
、
こ
の

ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス

（H
erm

a
n
 
L
o
tze,

M
icrocosm

u
s:

an
 
essay

 
con

cern
in
g m

an an
d
 
h
is relation to th

e w
orld

,
v
o
l.
1
2,
tr.
E
.
H
a
m
ilto

n
&
E
.
E
.
C
o
n
sta
n
ce Jo

n
es,

E
d
in
b
u
rg
h
:
T
.
&
T
.
C
la
rk
,
1885,

1888

）
を
論
述
の
流
れ
に
沿
っ
て
（
ま
と
め
た
り
飛
ば
し
た
り
し
な
が
ら
）
解
説
し
て
い
る
。
少
し
拾
え
ば
、
彼
の
機
械
論
的
自
然
観
か
ら
魂
や
意

識
、
身
体
と
魂
の
関
係
、
さ
ら
に
は
自
然
の
進
化
、
人
間
の
創
造
、
歴
史
の
意
味
、
歴
史
の
始
ま
り
と
発
展
の
外
的
条
件
、
歴
史
の
発
展
ま

で
の
解
説
で
あ
る
。
た
だ
し
、
き
ち
ん
と
清
書
さ
れ
て
い
る
の
は
歴
史
の
発
展
の
途
中
ま
で
で
、
十
一
月
二
十
九
日
の
分
が
欠
席（‘a

b
sen

t 29.

N
o
’

）
の
た
め
空
白
と
な
っ
て
か
ら
最
後
の
四
、
五
回
分
は
乱
雑
な
下
書
き
だ
け
が
残
る
。
そ
れ
は
歴
史
の
発
展
の
具
体
論
の
箇
所
で
、
定
住

文
明
と
東
洋
の
遊
牧
民
、
セ
ム
系
・
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
種
族
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
と
キ
リ
ス
ト
教
、
中
世
の
ゲ

ル
マ
ン
国
家
、
近
代
の
性
格
と
問
題
と
困
難
、
と
い
う
項
目
の
順
に
論
じ
ら
れ
、
最
後
に
講
義
全
体
の
結
論
が
提
示
さ
れ
る
。

清
沢
に
も
ロ
ッ
ツ
ェ
に
関
す
る
講
義
の
ノ
ー
ト
が
あ
る
（F

085
088

）
。
ノ
ッ
ク
ス
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
高
嶺
の
ノ
ッ
ク
ス
哲

学
講
義
と
ま
っ
た
く
同
じ
一
文
に
始
ま
り
、
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ノ
ッ
ク
ス
の
哲
学
講
義
と
特
定
さ
れ
る
。
二
人
の
ノ

ー
ト
は
内
容
だ
け
で
な
く
細
か
い
言
葉
遣
い
も
判
で
押
し
た
よ
う
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
聞
き
書
き
し
や
す
い
ゆ
っ
く
り
と
し
た
口

述
だ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
共
通
の
誰
か
の
（
学
友
か
ノ
ッ
ク
ス
の
）
ノ
ー
ト
が
回
覧
さ
れ
た
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
異
な
る
の
は
歴
史
の
発

展
の
部
分
で
あ
る
。
高
嶺
が
欠
席
の
た
め
空
白
と
な
っ
た
分
（
上
記
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
途
中
ま
で
）
が
清
沢
ノ
ー
ト
に
は
あ
り
（
ま
た
そ
の
あ
と

の
分
も
高
嶺
ノ
ー
ト
よ
り
も
読
み
や
す
い
形
で
残
さ
れ
て
お
り
）
、
逆
に
高
嶺
ノ
ー
ト
の
十
二
月
六
日
以
降
の
下
書
き
部
分
（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
と
キ
リ
ス
ト
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教
よ
り
あ
と
）
が
清
沢
ノ
ー
ト
に
は
な
い
（
現
段
階
で
確
認
で
き
な
い
）
。
清
沢
ノ
ー
ト
に
確
認
で
き
な
い
部
分
も
今
後
の
整
理
が
進
め
ば
見
つ
か

る
と
予
想
す
る
が
、
し
か
し
も
し
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
高
嶺
と
清
沢
の
ノ
ー
ト
を
相
互
参
照
す
る
こ
と
で
ノ
ッ
ク
ス
の
哲
学
講
義
は
ほ
ぼ

完
全
に
再
構
成
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。

倫
理
学
の
講
義
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
二
月
八
日
ま
で
の
二
九
回
分
が
あ
る
。
高
嶺
ノ
ー
ト
内
の
日
付

（28. /S
ep
. /86.

な
ど
）
、‘E

th
ics b

y N
o
x v

o
l.
II S

.
T
a
k
a
m
in
e’

と
い
う
記
名
、
さ
ら
にL

ectu
re V

I
co
n
tin
u
a
l

）
の
冒
頭
に
引
用
さ

れ
た
英
文
の
末
尾
に
あ
る‘

q
u
o
ta
tin
a
l p
a
rt is D

icta
tio
n
ed b

y N
o
x
’

と
い
う
注
意
書
き
か
ら
、
ノ
ッ
ク
ス
の
倫
理
学
講
義
に
間
違
い
な

い
。
中
身
は
、
九
回
ま
で
は
プ
ラ
ト
ン
（
イ
デ
ア
論
、

国
家

、
倫
理
学
な
ど
に
つ
い
て
）
、
一
〇
回
か
ら
一
四
回
ま
で
は
ス
ピ
ノ
ザ
を
集
中
的
に

と
り
あ
げ
て
い
る
。
一
五
回
目
にco

n
clu
sio
n

と
し
て
ま
と
め
を
行
っ
た
の
ち
、‘A

n E
ssa

y E
th
ics o

f S
p
in
o
za C

o
m
p
a
red to P

la
to

 
till 12.N

o
v
em
b
er’

と
記
さ
れ
て
い
る
（
次
に
述
べ
る
清
沢
ノ
ー
ト
の
調
査
か
ら
英
文
レ
ポ
ー
ト
の
課
題
と
提
出
期
限
と
判
明
）
。
一
六
回
か
ら
は
コ

ン
ト
の
知
識
哲
学
に
主
題
が
移
る
が
、
次
第
に
清
書
さ
れ
ず
に
鉛
筆
に
よ
る
乱
雑
な
下
書
き
や
空
白
の
み
と
な
っ
て
い
く
。

哲
学
講
義
と
同
じ
く
、
清
沢
も
倫
理
学
講
義
の
ノ
ー
ト
を
残
し
て
い
る
（F

103
106

）
。
こ
れ
も
高
嶺
ノ
ー
ト
と
の
比
較
照
合
か
ら
、
同
じ

年
の
ノ
ッ
ク
ス
の
講
義
と
特
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
全
体
の
内
容
は
同
じ
だ
が
、
細
か
な
言
葉
遣
い
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
箇
所
と
全
然
一
致
し

な
い
（
よ
う
に
見
え
る
）
箇
所
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
嶺
ノ
ー
ト
で
は
不
完
全
だ
っ
た
コ
ン
ト
哲
学
の
部
分
は
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
。
ま
た
こ
の
ノ
ー
ト
の
最
後
に‘T

h
e E

th
ics o

f S
p
in
o
za co

m
p
a
red w

ith th
e E

th
ics o

f P
la
to
;T
h
eir P

o
in
ts o

f R
esem

-

b
la
n
ce
&
C
o
n
tra
st.

12th N
o
v
.

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
沢
が
帝
国
大
学
文
科
大
学
三
年
生
（
実
質
は
四
年
生
）
の
と
き
に
書
い

た
同
名
の
英
文
レ
ポ
ー
ト
（
日
付
は
明
治
十
九
年
十
一
月
十
二
日
）
が
ノ
ッ
ク
ス
の
こ
の
倫
理
学
講
義
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
げ
ん

に
ノ
ー
ト
と
合
致
す
る
説
明
と
図
が
レ
ポ
ー
ト
に
も
み
ら
れ
る
。

短
い
在
職
期
間
の
わ
り
に
は
、
こ
の
よ
う
に
ノ
ッ
ク
ス
の
東
京
大
学
時
代
の
講
義
を
知
る
た
め
の
資
料
は
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
る
と
い

え
る
。
ノ
ッ
ク
ス
は
ま
た
、
日
本
や
東
洋
、
神
学
（
キ
リ
ス
ト
教
）
や
宗
教
、
道
徳
な
ど
に
関
す
る
著
書
あ
る
い
は
口
述
筆
記
を
多
数
出
版
し
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て
い
る
。
そ
の
う
ち
石
川

が
筆
記
し
た

道
徳
之
大
本：

納
屈
士
氏
演
説
筆
記

（
米
國
聖
教
書
類
會
社
、
一
八
八
八
）
は
明
治
十
七
年
三
月
に

明
治
会
堂
で
行
わ
れ
た
演
説
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
快
楽
主
義
と
並
べ
て
ス
ペ
ン
サ
ー
批
判
を
展
開
す
る
な
ど
、
東

京
大
学
で
の
講
義
と
は
別
の
側
面
が
み
ら
れ
て
興
味
深
い
。

五

ブ
ッ
セ
（
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ブ
ッ
セ

L
u
d
w
ig B

u
sse

独
一
八
六
二

一
九
〇
七
）

在
職
期
間：
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）
一
月
十
日
〜
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
年
）
十
二
月
二
日
。

明
治
二
十
年
に
ド
イ
ツ
よ
り
来
日
し
た
と
き
、
ブ
ッ
セ
は
二
十
五
歳
の
青
年
で
、
ち
ょ
う
ど
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
来
日
し
た
の
と
同
じ
年
齢
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
五
年
間
の
在
職
期
間
の
う
ち
、
明
治
十
九
年
度
か
ら
三
年
分
の
ブ
ッ
セ
の
申
報
が
残
っ
て
い
る
。
た
だ
し
手
書
き
の

草
稿
段
階
の
も
の
で
あ
る
（
東
京
大
学
所
蔵
の
公
文
書
綴
『
文
部
省
往
復
』
所
収
）
。
そ
れ
を
『
東
京
大
学
年
報
』
第
五
巻
、
第
六
巻
に
基
づ
い
て

本
稿
末
尾
に
翻
刻
す
る
（
資
料
四
）
。

講
師
履
歴
書

に
は
た
ん
に

帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
教
師
（
授
業
時
数
一
日
四
時
間
内
）

と
だ
け
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、

帝
国
大
学
第
二
年
報

に
は

一
月
九
日
（
中
略
）
哲
学
論
理
学
心
理
学
倫
理
学
審
美
学
教
師
ド
ク
ト
ル

ル
ド
ウ
ィ
ヒ

フ
ッ
セ
来
着
ス

と
あ
り
、
明
治
十
九
年
度
の
ブ
ッ
セ
の
申
報
に
も

論
理
学
哲
学
審
美
学
倫
理
学
教
師
ブ
ッ
セ
氏
申
報

と
あ
る
よ
う
に
、

当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
学
科
を
担
当
し
て
い
る
。

明
治
二
十
年
一
月
に
学
年
の
途
中
か
ら
来
日
し
た
た
め
、
明
治
十
九
年
度
の
ブ
ッ
セ
の
講
義
は
二
学
期
か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
赴
任
し
た
ば
か
り
の
頃
の
ブ
ッ
セ
の
講
義
を
清
沢
や
高
嶺
が
聴
講
し
ノ
ー
ト
を
残
し
て
い
る
。

清
沢
に
は
巻
頭
に‘L

ectu
res o

n A
n
cien

t P
h
ilo
so
p
h
y B

y D
r.
B
u
sse’

と
記
さ
れ
た
ノ
ー
ト
が
あ
り
、
明
治
十
九
年
度
の
ブ
ッ
セ
の

哲
学
講
義
で
あ
る
と
わ
か
る
。
高
嶺
も
同
じ
講
義
を
聴
講
し
て
い
た
ら
し
く
、
同
じ
く
古
代
哲
学
を
テ
ー
マ
と
す
る
ノ
ー
ト
を
残
し
て
い
る
。

両
者
を
比
較
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
か
ら
細
か
い
言
葉
遣
い
に
至
る
ま
で
判
で
押
し
た
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
ブ
ッ
セ
の
方
針
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
ブ
ッ
セ
は
は
じ
め

口
述
の
方
法

を
用
い
て
重
要
な
所
を
学
生
に
筆
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記
さ
せ
て
い
た
が
、
の
ち
に
は
時
間
の
節
約
の
た
め
、
み
ず
か
ら

写
字
器

（
今
で
い
う
コ
ピ
ー
機
か
）
を
買
っ
て
彼
の
筆
記
を
摺
写
し
学
生

に
配
っ
た
の
で
あ
る
（
明
治
十
九
年
度
ブ
ッ
セ
申
報
）
。

二
人
の
ノ
ー
ト
の
内
容
を
概
観
し
て
お
く
。
ブ
ッ
セ
の
講
義
ス
タ
イ
ル
か
ら
か
、
き
わ
め
て
系
統
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず‘I P

re

S
o
cra

tic P
h
ilo
so
p
h
y
’

（
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
哲
学
）
で
は
、
イ
オ
ニ
ア
の
哲
学
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
派
の
哲
学
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、
エ
ン
ペ

ド
ク
レ
ス
、
原
子
論
者
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
、
続
く‘II F

lo
u
rish o

f G
reek P

h
ilo
so
p
h
y
’

（
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
最
盛
期
）
で

は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
生
涯
と
哲
学
か
ら
メ
ガ
ラ
派
・
キ
ュ
ニ
コ
ス
派
・
キ
ュ
レ
ネ
派
、
プ
ラ
ト
ン
の
生
涯
と
学
説
（
問
答
法
、
自
然
学
、
魂
論
、

倫
理
学
、
政
治
学
）
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
生
涯
と
学
説
（
形
而
上
学
、
自
然
学
、
魂
論
、
倫
理
学
、
政
治
学
）
ま
で
順
に
系
統
立
て
て
論
述
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は

第
二
年
第
三
年
両
級
ニ
ハ
テ
ー
ル
ス
ヨ
リ
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
迄
ノ
古
代
哲
学
ノ
沿
革
ヲ
講
授
セ
リ

と
い
う
ブ
ッ
セ
申
報

の
第
二
学
期
の
報
告
に
一
致
す
る
。
第
三
学
期
に
扱
わ
れ
た‘III P

o
st A

risto
telia

n P
h
ilo
so
p
h
y
’

（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
後
の
哲
学
）
に
つ

い
て
も
、
申
報
の
と
お
り
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
（
論
理
学
、
自
然
学
、
倫
理
学
）
、
ス
ト
ア
哲
学
（
論
理
学
、
自
然
学
、
倫
理
学
）
、
ギ
リ
シ
ア
懐
疑
主

義
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
（
ピ
ロ
ン
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
）
ま
で
の
詳
し
い
論
述
が
残
っ
て
い
る
。
古
代
哲
学
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
詳
し
く
講
義
し
な
か

っ
た
だ
け
に
、
こ
の
ブ
ッ
セ
の
講
義
が
清
沢
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
た
の
か
は
興
味
深
い
。
今
後
、
調
査
分
析
を
進
め
る
。
な
お
三
学

期
の
残
り
の
期
間
で
ブ
ッ
セ
は
デ
カ
ル
ト
か
ら
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
に
至
る
近
世
哲
学
の
要
点
も
教
授
し
て
い
る
は
ず
だ
が
（
ブ
ッ
セ
申

報
）
、
ノ
ー
ト
中
に
は
未
確
認
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め
る
。

清
沢
と
高
嶺
は
、
記
名
の
な
いA

esth
etics

の
ノ
ー
ト
も
残
し
て
い
る
。
二
人
の
ノ
ー
ト
を
比
較
照
合
し
て
み
る
と
、
や
は
り
細
か
い
言

葉
遣
い
に
至
る
ま
で
判
で
押
し
た
よ
う
に
同
じ
で
あ
る
。
ブ
ッ
セ
の
審
美
学
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ノ
ー
ト
の
内
容
が
明
治

十
九
年
度
の
ブ
ッ
セ
の
申
報
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
を
概
観
す
る
と
、
美
の
概
念
に
つ
い
て
の
説
明
に
始
ま
り
、
短

い‘I M
u
sic’

に
次
い
で‘II A

rch
itectu

re.’

で
は
ギ
リ
シ
ア
の
建
築
様
式
、
ロ
ー
マ
建
築
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
建
築
と
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
建

築
、
ア
ラ
ビ
ア
建
築
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
順
に
論
述
さ
れ
、
続
く‘III.

S
cu
lp
tu
re o

r P
la
stic’

で
は
、
古
代
（
ギ
リ
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シ
ア
、
ロ
ー
マ
）
、
中
世
（
初
期
キ
リ
ス
ト
教
、
ゴ
シ
ッ
ク
）
、
近
世
（
ル
ネ
サ
ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
、
十
九
世
紀
）
の
各
時
代
の
彫
刻
が
整
理
さ
れ
て
い

る
。ほ

か
に
も
清
沢
ノ
ー
ト
に
は
ブ
ッ
セ
の
授
業
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
当
た
る
。
さ
し
あ
た
り
二
つ
挙
げ
て
お
く
。

ひ
と
つ
は
ロ
ッ
ツ
ェ
の

ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス

の
要
約
的
抜
粋
で
あ
る（F
236 ＝

最
初
か
ら
約
九
〇
頁
ま
で
か
ら
の
抜
粋
、F

238 ＝

四
四
頁
ま
で（F

236

の
清
書
か
）と
一
四
五
か
ら
一
六
六
頁
ま
で
か
ら
の
抜
粋
）
。
こ
れ
は
ノ
ッ
ク
ス
の
哲
学
講
義
の
自
習
用
メ
モ
と
い
う
よ
り
、
お
そ
ら
く
明
治
十
九
年

度
に
ブ
ッ
セ
の
講
読
な
い
し
演
習
の
授
業
を
受
け
た
と
き
の
も
の
だ
ろ
う
（
ブ
ッ
セ
申
報

随
意
科
ト
シ
テ
ロ
ッ
ツ
ェ
氏

ミ
ク
ロ
コ
ズ
ム

巻
一
ヲ

講
読
論
議
セ
シ
メ
タ
リ

）
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
二
十
年
度
（
第
三
年
級
、
第
一
期
）
に
行
っ
た
と
ブ
ッ
セ
が
報
告
し
て
い
る
倫
理
学
講
義
に
ほ
ぼ
対

応
す
る
内
容
の
筆
記
（F

239
）
で
あ
る
。
た
だ
し
二
つ
と
も
筆
記
し
た
人
物
は
清
沢
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。
二
つ
と
も
（
ノ
ー
ト
に
黒
字
で
は

な
く
）
単
紙
に
青
字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
記
は
（
手
元
の
清
沢
関
連
資
料
を
見
る
限
り
）
こ
の
二
つ
を
除
い
て
清
沢
に
は
ほ
と
ん

ど
ま
っ
た
く
な
い
し
、
ま
た
二
つ
と
も
同
じ
特
徴
の
筆
跡
な
の
だ
が
、
清
沢
の
筆
跡
と
は
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
こ

れ
ら
二
つ
を
筆
記
し
た
清
沢
以
外
の
人
物
と
は
誰
か
。
ブ
ッ
セ
自
身
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る（
現
物
は
筆
者
未
見
の
た
め
あ
く
ま
で
も
写
真
に
基

づ
く
推
測
）
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は

写
字
器

で
刷
っ
て
学
生
に
配
ら
れ
た
ブ
ッ
セ
の
筆
記
録
そ
の
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
頁
に
よ
っ
て
は

字
が
薄
く
な
っ
て
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
箇
所
も
あ
る
。
も
っ
と
も
十
九
年
度
に
開
講
さ
れ
た
の
は
ブ
ッ
セ
の
報
告
に
よ
る
と
倫
理

学
講
義
で
は
な
く
倫
理
学
演
習
で
あ
り
、
学
生
に
各
自
で
知
り
た
い
こ
と
を
持
ち
寄
ら
せ
て
発
表
さ
せ
そ
れ
を
ブ
ッ
セ
が
論
評
す
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
の
で（
十
九
年
度
申
報
）
、
わ
ざ
わ
ざ
筆
記
録
を
配
る
必
要
な
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
講
義
用
に
準
備
し
て
お
い
た
筆
記

録
を
演
習
の
授
業
時
や
授
業
外
の
機
会
に
（
み
ず
か
ら
ま
た
は
求
め
に
応
じ
て
）
学
生
に
渡
し
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
同
じ
理
由

か
ら
ロ
ッ
ツ
ェ
の

ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス

の
要
約
的
抜
粋
も
ブ
ッ
セ
が
配
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
哲
学
演
習
で
は
ブ
ッ
セ
が
本
か
ら
集

め
た
章
句
に
つ
い
て
、
学
生
に
そ
の
論
旨
と
弁
護
を
述
べ
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
二
十
年
度
の
申
報
は
そ
う
解
さ
れ
う
る
）
。

ブ
ッ
セ
の
講
義
の
詳
細
を
知
る
に
は
、
こ
れ
ら
学
生
の
ノ
ー
ト
の
ほ
か
に
ブ
ッ
セ
自
身
の
著
書
も
参

に
な
る
。
ブ
ッ
セ
に
は
多
く
の
著
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書
が
あ
る
が
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
東
京
大
学
を
去
っ
た
二
年
後
に
出
版
さ
れ
たP

h
ilosoph

ie
 
u
n
d
 
E
rken

n
tn
isth

eorie

（L
eip
zig
,

1894

）
で
あ
る
。
ブ
ッ
セ
は
こ
の
著
書
の
巻
頭
に

一
八
八
七

九
二
年
に
東
京
の
帝
国
大
学
で
私
の
講
義
を
受
講
し
た
者
た
ち
に
捧
げ
る

と
い
う
献
呈
文
を
つ
け
、
序
文
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
本
の
中
身
を
な
し
て
い
る
研
究
は
、
遠
い
日
本
で
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
私
が
東
京
の
帝
国
大
学
で
哲
学
教
師
と
し
て
一

八
八
七
年
か
ら
一
八
九
二
年
に
お
こ
な
っ
た
講
義
や
演
習
と
か
な
り
密
接
な
関
連
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を

公
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
人
学
生
た
ち
の
記
憶
を
私
の
中
に
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
る
。
私
の
講
義
に
彼
ら
が
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
私
の
励
み
と
な
り
、
そ
の
お
か
げ
で
私
の
研
究
が
首
尾
よ
く
進
捗
す
る
の
に
彼
ら
は
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
た
。
こ
の
本
を
私
の
か

つ
て
の
教
え
子
た
ち
に
捧
げ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
が
大
学
を
去
る
と
き
に
彼
ら
が
大
い
に
尊
敬
と
好
意
を
示
し
て
く
れ

た
こ
と
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

こ
の
本
の
内
容
は
ロ
ッ
ツ
ェ
、
カ
ン
ト
、
ヒ
ュ
ー
ム
な
ど
の
近
世
哲
学
と
関
連
が
深
い
が
、
申
報
に
よ
る
と
た
し
か
に
ブ
ッ
セ
は
東
京
大

学
で
ロ
ッ
ツ
ェ
、
カ
ン
ト
、
ヒ
ュ
ー
ム
な
ど
を
題
材
に
講
義
や
演
習
を
行
っ
て
い
る
。
自
筆
の
講
義
ノ
ー
ト
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

講
義
や
演
習
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
著
書
は
、
ブ
ッ
セ
が
東
京
大
学
で
ど
の
よ
う
な
講
義
や
演
習
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い

知
る
た
め
の
資
料
と
な
り
う
る
し
、
学
生
の
ノ
ー
ト
を
今
後
調
査
す
る
上
で
も
、
た
と
え
ば
ブ
ッ
セ
の
講
義
を
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
か
ど
う
か

を
判
定
す
る
際
に
参

に
な
る
だ
ろ
う
。
古
代
哲
学
史
に
つ
い
て
は
こ
の
本
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
高
嶺
と
清
沢
が
残
し
た
ノ
ー
ト

が
や
は
り
重
要
資
料
と
な
る
。

明
治
二
十
年
七
月
、
高
嶺
三
吉
は
他
界
す
る
が
、
清
沢
満
之
は
大
学
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
入
学
し
て
引
き
続
き
ブ
ッ
セ
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
に
な
る（
た
だ
し
翌
年
京
都
府
立
尋
常
中
学
校
長
に
就
任
）
。
大
学
時
代
で
は
フ
エ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
が
一
番
面
白
か
っ
た
と
常
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に
話
さ
れ
ま
し
た

（
稲
葉
昌
丸
、
法
蔵
館
版

清
澤
全
集

Ⅱ
、
二
六
五
頁
）
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
清
沢
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
通
じ
て
西
洋
哲
学
と

り
わ
け
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
受
容
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
し

指
摘
も
さ
れ
て
い
る（
山
口
誠
一

二
〇
一
一
）
。
で

は
ブ
ッ
セ
や
ノ
ッ
ク
ス
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。
き
わ
め
て
不
十
分
で
は
あ
る
が
若
干
の
資
料
調
査
か
ら
明
ら
か
に
で
き
た
講
義
や
受
講
ノ

ー
ト
の
実
態
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
た
と
え
薫
陶
を
受
け
た
時
間
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
よ
り
短
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲

学
や
ロ
ッ
ツ
ェ
の
哲
学
に
つ
い
て
は
ブ
ッ
セ
や
ノ
ッ
ク
ス
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
清
沢
が
西
洋
哲
学
を
学
問
的
あ

る
い
は
思
想
的
に
受
容
す
る
際
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ブ
ッ
セ
や
ノ
ッ
ク
ス
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
に
つ
い

て
も
、
今
後
検
証
す
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

む

す

び

サ
イ
ル
か
ら
ブ
ッ
セ
ま
で
、
明
治
前
期
の
東
京
大
学
で
哲
学
関
係
の
学
科
を
担
当
し
た
外
国
人
教
師
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
講
義
を
し
て
い

た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
の
基
礎
作
業
の
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
受
講
生
の
ノ
ー
ト
や
教
師
の
申
報
を
は
じ
め
と
し
て
、
新
し
い
資

料
を
含
む
い
く
つ
か
の
関
係
文
書
を
調
べ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
整
理
と

察
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
授
業
の
よ
り
詳
し
い
内
容
や
、

現
存
す
る
ど
の
ノ
ー
ト
に
誰
の
ど
の
授
業
の
筆
記
が
含
ま
れ
る
か
が
特
定
さ
れ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
成
果
は
、

今
後
の
さ
ら
な
る
資
料
調
査
の
た
め
の
手
が
か
り
と
な
り
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
を
調
査

分
析
す
る
と
い
う
よ
り
大
き
な
目
的
の
た
め
に
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
作
業
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
学
生
の
ノ
ー
ト

の
翻
刻
や
分
析
な
ど
の
地
道
な
作
業
を
今
後
も
継
続
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○
資
料
一

サ
イ
ル
文
書

ギ
ャ
ロ
ー
デ
ッ
ト
大
学
所
蔵
の
サ
イ
ル
文
書G

allau
d
et U

n
iversity A

rch
ives,

C
all N

u
m
ber

:
M
S
S 6

6
:
P
apers of E

d
w
ard

 
W
.

S
yle,

1
7
5
8
1
9
0
6

の
一
部

2
23 ：

C
.
J.
C
o
o
p
er

のS
y
le

宛
書
簡
（
三
通15 A

p
ril 1879;

26 M
a
y 1881;

13 A
p
ril 1882

私
文
書
に
つ
き
本
文
は
省
略
す
る
）

22
12 ：

明
治
十
二
年
二
月
の
東
京
大
学
法
理
文
学
部
の
試
験
の
時
間
割
表
（F

en
o
llo
sa

とS
y
le

とT
o
y
a
m
a

の
項
目
の
み
抜
粋
す
る
）

E
X
A
M
IN
A
T
IO
N
 
T
O
 
B
E
 
H
E
L
D
 
A
T
 
T
H
E
 
D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
S
 
O
F
 
L
A
W
,
S
C
IE
N
C
E
 
A
N
D
 
L
IT
E
R
A
T
U
R
E
 
IN

 
T
O
K
IO

D
A
IG
A
K
U
.

2
M
O
N
T
H
 
O
F
 
T
H
E
 
12

Y
E
A
R
 
O
F
 
M
E
IJI.

H
O
U
R

 
C
L
A
S
S

 
S
U
B
JE
C
T

 
P
R
O
F
E
S
S
O
R

 
M
O
N
.
3

8 -10
12

3
Y
ea
r L

itera
tu
re

…
…
…
…
…
…P

o
litica

l P
h
ilo
so
p
h
y

 
P
ro
f.
F
en
o
llo
sa
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
12
-
11
12

2
Y
ea
r L

itera
tu
re …

…
…
…
…
…
M
en
ta
l S
cien

ce
 

P
ro
f.
T
o
y
a
m
a
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

T
U
E
N
.
4

9
12
-
12

 
3

Y
ea
r L

itera
tu
re …

…
…
…
…
…
P
o
litica

l E
co
n
o
m
y

 
P
ro
f.
F
en
o
llo
sa
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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8
12
-
10
12

2
Y
ea
r L

itera
tu
re …

…
…
…
…
…
H
isto

ry o
f C

iv
iliza

tio
n

 
D
r.
S
y
le.

…
…
…
…
…
…
…
…
…

8
12
-
10
12

1
Y
ea
r L

a
w
 
a
n
d L

itera
tu
re …

…
L
o
g
ic

 
P
ro
f.
T
o
y
a
m
a
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

W
E
D
.
5

8
12
-
11

 
2

Y
ea
r L

itera
tu
re …

…
…
…
…
…
H
isto

ry o
f P

h
ilo
so
p
h
y

 
P
ro
f.
F
en
o
llo
sa
.

…
…
…
…
…
…
…
…

10
12
-
12
12

1
Y
ea
r L

a
w
 
a
n
d L

itera
tu
re …

…
E
n
g
lish

 
P
ro
f.
T
o
y
a
m
a
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
12
11

 
3

Y
ea
r L

itera
tu
re …

…
…
…
…
…
R
o
m
a
n H

isto
ry

 
D
r.
S
y
le

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

11 -12
12

3
Y
ea
r L

itera
tu
re …

…
…
…
…
…
M
o
ra
l P
h
ilo
so
p
h
y

 
D
r.
S
y
le

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

T
H
U
R
S
.
6

8
12
-
10

 
1

Y
ea
r L

a
w
 
a
n
d L

itera
tu
re …

…
H
isto

ry
 

D
r.
S
y
le.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

10
12
-
12
12

1
Y
ea
r S

cien
ce …

…
…
…
…
…
…
…
E
n
g
lish

 
P
ro
f.
T
o
y
a
m
a
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

F
R
I.
7

8
10

 
1

Y
ea
r S

cien
ce

…
…
…
…
…
…
…
…L

o
g
ic

 
P
ro
f.
T
o
y
a
m
a
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

S
A
T
.
8
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22
13 ：

史
学
の
試
験
問
題
（
三
種
類
、
年
代
不
明
、
い
ず
れ
も
活
字
印
刷
。
以
下
は
そ
の
全
文
）

K
A
I
S
E
I G

A
K
K
O
.
G
E
N
E
R
A
L
 
H
IS
T
O
R
Y
.
W
IL
L
S
O
N
’S O

U
T
L
IN
E
S
T
O
 
F
A
L
L
 
O
F
 
W
E
S
T
E
R
N
 
E
M
P
IE
R

P
P
.
1
253

&
601

763.

1.
W
h
a
t a
re o

u
r so

u
rces o

f im
fo
rm
a
tio
n in reg

a
rd to th

e ea
rly h

isto
ry o

f n
a
tio
n
s?

2.
F
ro
m
 
w
h
a
t p
o
in
t d
o
es th

e p
o
p
u
la
tio
n o

f th
e W

o
rld a

p
p
ea
r to h

a
v
e sp

rea
d
?

3.
N
a
m
e th

e g
rea

t E
m
p
ires o

f th
e A

n
cien

t W
o
rld
,
in th

e o
rd
er,

in w
h
ich th

ey b
eca

m
e p

ro
m
in
en
t.

4.
G
iv
e so

m
e a

cco
u
n
t o
f th

e E
m
p
ire o

f B
a
b
y
lo
n
.

5.
T
h
e P

ersia
n a

n
d M

a
ced

o
n
ia
n M

o
n
a
rch

ies

｜th
eir rise a

n
d co

n
n
ectio

n
.

6.
T
h
e R

o
m
a
n E

m
p
ire

｜its rise,
p
ro
g
ress a

n
d d

eca
y
.

P
rof S

yle.

K
A
I
S
E
I G

A
K
K
O
.
E
N
G
L
IS
H
 
H
IS
T
O
R
Y
.
S
T
U
D
E
N
T
S H

U
M
E
.
T
O
 
H
E
N
R
Y
.
II

1.
D
escrib

e th
e ea

rliest in
h
a
b
ita
n
ts o

f th
e B

ritish Isla
n
d
s.

2.
T
h
e R

o
m
a
n In

v
a
tio
n o

f E
n
g
la
n
d
,
d
a
te,

d
u
ra
tio
n a

n
d g

en
era

l e
ect.

3.
H
o
w
 
ea
rly d

id th
e S

a
x
o
n
s settle in

to E
n
g
la
n
d
?
g
iv
e so

m
e a

cco
u
n
t o
f E

th
elred

,
E
g
b
ert a

n
d A

lfred
.

4.
D
escrib

e th
e ea

rly co
n
ta
ct o

f th
e D

a
n
es w

ith E
n
g
la
n
d
,
a
n
d th

e reig
n o

f C
a
n
u
te.

5.
G
iv
e th

e d
a
te a

n
d circu

m
sta
n
ces o

f th
e N

o
rm
a
n co

n
q
u
est,

a
n
d th

e ch
a
ra
cter o

f M
illia

m
.
1.

6.
G
iv
e a

n a
cco

u
n
t a
f H

en
ry S

eco
n
d
’s co

u
rse w

ith reg
a
rd to

;
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A
.
T
h
e co

n
stitu

tio
n
s o
f C

la
ren

d
o
n
.

B
.
T
h
e m

u
rd
er o

f B
eck

et.

C
.
T
h
e su

b
ju
g
a
tio
n o

f Irela
n
d
.

P
rof S

yle.

K
A
I
S
E
I G

A
K
K
O
.
H
IS
T
O
R
Y
 
O
F
 
E
N
G
L
A
N
D

G
O
O
D
R
IC
H
.
T
O
 
R
E
IG
N
 
T
O
 
R
IC
H
A
R
D
 
I.

1.
W
h
o w

ere a
n
o
n
g th

e fi
rst v

isito
rs to th

e B
ritish Isles,

a
n
d w

h
a
t in

h
a
b
ita
n
ts w

ere fo
u
n
d th

ere?

2.
W
h
a
t p
o
w
erfu

l n
a
tio
n n

ex
t ca

m
e to E

n
g
la
n
d h

o
w
 
lo
n
g d

id th
ey rem

a
in w

h
a
t d
id th

ey a
cco

m
p
lish

?

3.
W
h
a
t m

a
y b

e co
n
sid
ered a

s th
e th

ird in
v
a
tio
n o

f B
ritish territo

ry
?

4.
In w

h
a
t m

a
n
n
er d

id th
e S

ca
n
d
in
a
v
ia
n trib

es a
p
p
ro
a
ch E

n
g
la
n
d a

n
d w

ith w
h
a
t resu

lt?

5.
W
h
a
t ra

ce m
a
d
e a C

o
n
q
u
est o

f E
n
g
la
n
d
,
a
n
d u

n
d
er w

h
a
t circu

m
sta
n
ces?

6.
G
iv
e th

e n
a
m
es o

f th
e m

o
st p

ro
m
in
en
t ch

a
ra
cters in E

n
g
lish H

isto
ry B

rito
n
s,
R
o
m
a
n
s,
S
a
x
o
n
s,
D
a
n
es,

S
co
ts,

W
elsh a

n
d N

o
rm
a
n
s d
o
w
n to th

e tim
e o

f R
ich
a
rd 1.P

rof.
S
yle.

25
7 ：

英
文
原
稿
（
化
学
科
二
年
生
桜
井
、
一
八
七
六
年
四
月
十
七
日
）

表
紙

‘A
n E

ssa
y o

n In
tellectu

a
l P
h
ilo
so
p
h
y
/J.

S
a
k
u
ra
i /M

id
d
le C

h
em
istry cla

ss /17
A
p
ril.

76’

内
容

‘H
a
v
e B

ru
tes In

tellig
en
ce?’

と
題
し
た
手
書
き
英
文
原
稿
三
校
（
本
文
は
省
略
す
る
）

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



25
8 ：

英
文
原
稿
（
工
学
科
二
年
生
増
田
、
年
代
不
明
）

表
紙

‘E
ssa

y o
n M

en
ta
l S
cien

ce /M
a
su
d
a
/M

id
d
le cla

ss o
f E

n
g
in
eerin

g
’

内
容

‘C
o
n
crete a

n
d A

b
stra

ct Id
ea
s’,

と
題
し
た
手
書
き
英
文
原
稿
三
枚
（
本
文
は
省
略
す
る
）

25
15 ：

英
文
原
稿
（
工
学
科
二
年
生
関
谷
、
一
八
七
六
年
四
月
十
日
、
工
学
科
二
年
生
谷
口
、
一
八
七
六
年
四
月
十
二
日
）

表
紙

‘M
id
d
le cla

ss o
f E

n
g
in
eerin

g
/E
ssa

y o
n M

en
ta
l
P
h
ilo
s. /10

A
p
ril 1876 /K

.
S
ek
iy
a
’

内
容

‘W
h
a
t is th

e p
o
sitio

n o
f M

a
n in N

a
tu
re?’

と
題
し
た
手
書
き
英
文
原
稿
四
枚
（
本
文
は
省
略
す
る
）

表
紙

‘M
id
d
le C

la
ss o

f E
n
g
in
eerin

g
/E
ssa

y o
n M

en
ta
l P
h
ilo
so
p
h
y
/12

A
p
ril 1876 /T

a
n
ig
u
ch
i’

内
容

‘M
a
n is th

e h
ig
h
est g

ra
d
e o

f a
ll th

e crea
tu
res’

と
題
し
た
手
書
き
英
文
原
稿
三
枚
（
本
文
は
省
略
す
る
）

○
資
料
二

フ
ェ
ノ
ロ
サ
申
報

※
明
治
十
一
年
度
か
ら
十
五
年
度
に
つ
い
て
は
山
口
静
一
（
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

明
治
十
六
年
度

（
明
治
十
六
年
九
月
よ
り
十
七
年
七
月
ま
で
）

東
京
大
学
第
四
年
報

起
明
治
十
六
年
九
月
止
同
十
七
年
十
二
月

よ
り
引
用

教
師
（
理
財
学
及
哲
学
受
持
）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
申
報

本
学
年
中
理
財
学
及
論
理
学
ノ
教
導
ニ
於
テ
ハ
其
方
法
毫
モ
前
学
年
ニ
異
ル
コ
ト
ナ
シ
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第
二
年
級
哲
学
史
ニ
於
ケ
ル
カ
ン
ト
哲
学
ノ
教
導
ハ
学
生
ヲ
シ
テ
従
前
ノ
如
ク
同
氏
著
ノ
純
理
論
ヲ
通
読
セ
シ
ム
ル
ノ
課
ヲ
減
少
セ
シ
メ
以

テ
余
カ
口
授
ニ
因
リ
教
導
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
増
加
セ
リ
其
ノ
目
的
タ
ル
ヤ
第
二
年
級
ニ
在
リ
テ
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
他
ノ
哲
学
講
授

ヲ
了
リ
以
テ
第
三
年
級
ニ
進
ミ
一
層
多
時
ヲ
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
教
導
ニ
供
セ
ン
カ
為
ナ
リ

第
三
年
級
哲
学
ノ
教
導
ハ
先
ツ
カ
ン
ト
哲
学
ヲ
復
習
シ
此
レ
ヨ
リ
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
ノ
時
代
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
独
乙
哲
学
々
風
ノ
講
究
之
ニ
次
キ

後
チ
ワ
レ
ー
ス
氏
ノ
翻
訳
ニ
係
ル
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
学
ヲ
講
授
セ
リ

第
四
年
級
ノ
哲
学
教
導
ニ
於
テ
ハ
余
カ
目
的
タ
ル
実
験
哲
学
ヲ
始
メ
テ
此
級
ニ
授
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
是
レ
蓋
シ
前
学
年
ニ
在
リ
テ
同
級
生

ノ
棚
橋
一
郎
カ
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
ヲ
完
了
セ
シ
ノ
実
例
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
即
チ
同
級
ノ
課
程
ハ
先
ツ
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
ノ
関
係
ヲ
一
般
ニ
論
究
シ

次
テ
其
ノ
他
ノ
諸
流
ノ
哲
学
殊
ニ
ス
ペ
ン
セ
ル
哲
学
ニ
関
係
ア
ル
コ
ト
ヲ
講
明
シ
斯
ノ
如
ク
当
時
最
上
進
ノ
諸
流
ノ
哲
学
ヲ
審
査
論
定
シ
以

テ
実
験
哲
学
ニ
於
ケ
ル
普
通
一
般
ノ
原
理
ヲ
究

セ
リ
斯
ク
テ
実
験
哲
学
教
導
ニ
於
テ
ハ
道
義
哲
学
、
政
治
哲
学
、
審
美
哲
学
及
簡
単
ナ
ル

宗
教
哲
学
ヲ
講
授
セ
リ
但
概
シ
テ
此
等
ノ
課
目
ノ
講
義
ハ
単
ニ
其
ノ
論
理
法
及
研
究
ノ
法
方
皆
ナ
純
正
哲
学
ノ
論
礎
ニ
原
由
ス
ル
コ
ト
ヲ
示

メ
ス
ニ
過
キ
サ
ル
ノ
ミ
而
シ
テ
シ
グ
ウ
ィ
ッ
ク
著
ノ
道
義
哲
学
及
カ
ン
ト
著
ノ
道
義
形
而
上
哲
学
ヲ
以
テ
課
業
用
書
ト
セ
リ

○
資
料
三

ク
ー
パ
ー
申
報

明
治
十
一
年
度

（
明
治
十
一
年
九
月
よ
り
十
二
年
七
月
ま
で
）

東
京
大
学
法
理
文
学
部
第
七
年
報

自
明
治
十
一
年
九
月
至
同
十
二
年
八
月

よ
り
引
用

史
学
及
哲
学
教
授
シ
ー
、
ジ
ェ
ー
、
ク
ー
パ
ル
申
報

余
ガ
本
部
ノ
生
徒
ヲ
教
導
セ
シ
ハ
本
学
年
ニ
在
テ
僅
カ
ニ
其
後
期
ノ
ミ
固
ヨ
リ
全
年
ニ
及
ハ
ザ
ル
ヲ
以
テ
爰
ニ
報
告
書
ヲ
呈
ス
ル
ニ
当
リ
頗

ル
困
難
ヲ
免
レ
ス
因
テ
今
唯
管
見
ス
ル
所
ノ
一
班
ヲ
挙
テ
左
ニ
申
告
ス

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



文
学
部
第
三
年
級
ノ
生
徒
ニ
ハ
修
身
学
及
ビ
ギ
ボ
ン
氏
所
著
羅
馬
帝
国
史
ヲ
講
授
セ
リ
但
シ
羅
馬
史
ニ
於
テ
ハ
ダ
井
ヲ
ク
レ
シ
ャ
ン
帝
ノ
欧

州
憲
法
大
変
革
ノ
時
ヨ
リ
始
メ
修
身
学
に
於
テ
ハ
殊
ニ
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
ノ
倫
理
ヲ
講
述
シ
加
フ
ル
ニ
現
時
英
国
ニ
於
ル
倫
理
思
想
ノ
進
捗

ヲ
略
述
セ
リ

此
級
生
徒
ノ
注
意
ニ
厚
キ
ト
周
ク
趣
旨
ニ
通
暁
セ
ル
ハ
余
ノ
満
足
ス
ル
所
ナ
リ
然
レ
ド
モ
其
中
ニ
ハ
往
々
事
実
ノ
細
密
ナ
ル
件
即
チ
世
変
ノ

関
係
及
緊
要
ナ
ル
年
紀
等
ニ
度
ル
ヲ
屑
ト
セ
ザ
ル
ノ
人
ナ
キ
ア
タ
ハ
ス
意
フ
ニ
斯
ク
ノ
如
キ
意
思
ヲ
懐
ク
ニ
於
テ
ハ
決
シ
テ
歴
史
上
ノ
理
論

ニ
通
ス
ル
ヲ
望
ム
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ

文
学
二
年
生
ニ
ハ
英
国
憲
法
史
及
ヒ
史
論
ヲ
講
授
ス
但
シ
史
論
ハ
バ
ツ
ク
ル
ノ
英
国
開
化
史
ヲ
以
テ
教
科
書
ト
シ
憲
法
史
ハ
特
ニ
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ル
ド
大
学
校
近
世
史
教
授
ス
タ
ッ
ブ
氏
カ
近
時
ノ
発
明
ニ
係
ル
緊
要
ナ
ル
事
実
ヲ
尤
モ
丁
寧
ニ
挙
示
セ
リ

蓋
シ
コ
ノ
級
生
徒
ノ
鋭
敏
勉
励
且
ツ
注
意
ニ
厚
キ
ハ
他
ニ
此
倫
ナ
シ
ト
謂
フ
ベ
シ
法
学
及
文
学
一
年
生
ニ
ハ
余
特
ニ
仏
国
史
中
路
易
十
三
世

即
位
ノ
時
ヨ
リ
路
易
十
四
世
ノ
治
世
終
期
マ
デ
ヲ
講
授
シ
而
シ
テ
其
成
功
ノ
充
分
ナ
ル
ニ
満
足
ス
但
シ
コ
ノ
級
中
六
七
名
ト
其
余
ト
ノ
間
ニ

ハ
頗
ル
学
力
ニ
鴻
溝
ア
ル
ヲ
覚
エ
タ
リ

爰
ニ
報
告
ヲ
終
ル
ニ
臨
ミ
一
言
セ
ン
ト
ス
ル
所
ハ
余
ノ
始
テ
コ
ヽ
ニ
聘
セ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
以
来
諸
生
徒
ト
相
接
ス
ル
ヤ
常
ニ
余
カ
意
ヲ
満
足
セ

シ
ム
ル
モ
ノ
多
キ
是
ナ
リ

明
治
十
二
年
度

（
明
治
十
二
年
九
月
よ
り
十
三
年
七
月
ま
で
）

東
京
大
学
法
理
文
学
部
第
八
年
報

自
明
治
十
二
年
九
月
至
同
十
三
年
八
月

よ
り
引
用

文
学
部
教
授
チ
ヤ
ー
レ
ス
、
ジ
ェ
ス
、
ク
ー
パ
ル
氏
申
報

謹
デ
明
治
十
二
乃
至
十
三
ノ
一
学
年
中
ニ
於
ケ
ル
余
ノ
担
掌
セ
ル
学
事
ヲ
申
報
ス
文
学
第
四
年
生
ニ
ハ
余
デ
カ
ル
ト

ス
ピ
ノ
サ
、ヒ
ュ
ー
ム
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及
ヒ
カ
ン
ト
氏
ノ
哲
学
ヲ
講
授
シ
就
中
カ
ン
ト
氏
ノ
ク
リ
チ
ー
ク
ニ
於
テ
ハ
最
モ
多
ク
時
ヲ
用
ヒ
タ
リ
而
シ
テ
生
徒
皆
善
ク
勉
励
シ
殊
ニ
其

草
セ
ル
卒
業
論
文
ノ
如
キ
ハ
構
思
皆
巧
ニ
シ
テ
立
意
亦

切
ナ
リ

同
第
三
年
生
ニ
ハ
第
一
学
期
中
ニ
ギ
リ
シ
ヤ
史
及
ヒ
心
理
学
ヲ
講
授
シ
第
二
第
三
ノ
二
学
期
ニ
羅
馬
史
及
ヒ
心
理
学
ヲ
講
授
セ
リ
本
級
ノ
生

徒
ハ
皆
蛍
雪
ノ
苦
攻
非
常
ニ
シ
テ
就
中
坪
井
氏
ハ
一
般
ニ
最
モ
其
学
力
ヲ
進
メ
都
築
氏
亦
之
ト

シ
テ
譲
ラ
ス
試
業
及
試
業
外
ノ
余
時
ニ

於
テ
許
多
ノ
佳
文
ヲ
草
セ
リ
且
ツ
末
岡
氏
ノ
学
業
ニ
関
シ
テ
モ
余
甚
ダ
満
足
セ
リ

同
第
二
年
生
ハ
月
曜
木
曜
ノ
両
日
ニ
英
国
憲
法
ヲ
水
曜
日
ニ
史
論
学
ヲ
攻
習
セ
リ
就
中
有
賀
氏
ヲ
以
テ
其
最
ト
ス
然
ル
ニ
該
級
中
平
常
疾
病

ニ
因
リ
欠
席
ス
ル
者
少
カ
ラ
ズ
為
メ
ニ
自
然
其
勉
強
ヲ
妨
ケ
シ
ハ
余
ノ
甚
タ
嘆
息
ス
ル
所
ナ
リ
又
高
田
氏
ハ
注
意
周
密
其
学
業
ノ
余
ヲ
満
足

セ
シ
ム
ル
モ
ノ
多
ク
天
野
氏
ハ
試
業
毎
ニ

ヲ
抜
キ
其
ノ
平
常
ノ
課
業
ニ
就
キ
大
ニ
余
カ
望
ム
所
ニ
過
キ
タ
リ

法
学
及
ヒ
文
学
第
一
年
級
ハ
予
定
ノ
度
ニ
従
ヒ
第
一
学
期
ヲ
以
テ
英
国
史
ヲ
攻
メ
第
二
第
三
ノ
二
学
期
ヲ
以
テ
仏
国
史
ヲ
修
ム
該
生
徒
ヲ
比

視
ス
ル
ニ
殊
ニ
法
学
部
ノ
生
徒
ヲ
優
レ
リ
ト
ス
就
中
穂
積
氏
ハ
独
リ
外
ノ
生
徒
ヨ
リ
モ
学
力
ノ
進
ム
ヲ
覚
ユ
是
レ
蓋
シ
其
ノ
英
語
ニ
習
熟
ス

ル
ニ
因
ル
ナ
ラ
ン
木
村
氏
モ
亦
甚
タ
後
来
ニ
望
ア
ル
生
徒
ト
ナ
ス
ヘ
シ

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
現
ニ
法
律
研
窮
ノ
生
徒
中
疋
田
伊
藤
及
ヒ
磯
辺
氏
ヲ
以
テ
最
モ
学
力
ニ
富
ミ
応
答
ニ
巧
ミ
ニ
且
ツ
科
業
ニ
通
暁
セ
ル
人
ト
信

ス
ル
ナ
リ

余
ハ
歴
史
ヲ
授
ク
ル
ニ
当
リ
専
ラ
生
徒
ヲ
シ
テ
国
勢
ニ
係
ル
経
済
上
ノ
要
件
ヲ
了
解
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
務
メ
特
ニ
仏
国
史
ニ
於
テ
其
千
八
百

年
代
ノ
反
乱
ノ
際
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
経
済
上
ノ
問
題
ヲ
研
窮
セ
シ
メ
タ
リ

明
治
十
三
年
度

（
明
治
十
三
年
九
月
よ
り
十
四
年
七
月
ま
で
）

東
京
大
学
第
一
年
報

起
明
治
十
三
年
九
月
止
仝
十
四
年
十
二
月

よ
り
引
用

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



史
学
及
哲
学
教
師
ク
ー
パ
ル
申
報

謹
テ
本
学
年
ノ
申
報
ヲ
呈
ス
実
ニ
余
ノ
此
年
間
ニ
提

親
誨
シ
タ
ル
学
生
ハ
勉
強
倦
マ
ス
且
ツ
皆
礼
意
慇
懃
大
ニ
吾
意
ヲ
満
足
セ
シ
ム
ル
モ

ノ
ア
リ

余
カ
全
学
年
中
法
文
学
第
一
年
生
ニ
講
授
セ
シ
所
ノ
者
ハ
欧
州
歴
史
ニ
シ
テ
就
中
仏
国
史
中
彼
著
名
ナ
ル
路
易
十
四
世
以
後
近
時
ニ
至
ル
緊

要
ノ
件
ニ
関
シ
尤
モ
学
生
ノ
留
意
ヲ
喚
起
シ
則
チ
殊
ニ
平
常
ノ
講
義
ト
時
々
ノ
試
業
ト
ニ
於
テ
之
ヲ
研

セ
シ
メ
其
業
大
ニ
観
ル
ヘ
キ
ニ
至

ル該
級
中
江
木
衷
、
坂
谷
芳
郎
、
平
沼
淑
郎
、
久
米
金
弥
諸
氏
ハ
共
ニ
大
ニ
後
来
ノ
望
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
奥
田
義
人
、
小
田
貴
雄
等
ノ
諸
学
生

モ
亦
皆
勤
勉
余
リ
ア
リ
殊
ニ
岩
谷
驥
平
氏
ノ
如
キ
ハ
級
中
不
群
ノ
地
位
ヲ
占
シ
ガ
疾
病
ニ
因
テ
当
学
期
中
ニ
欠
席
セ
シ
ハ
余
ノ
甚
遺
憾
ト
ス

ル
所
ナ
リ

文
学
部
第
二
年
生
ニ
ハ
歴
史
、
哲
学
、
並
ニ
英
国
憲
法
ヲ
講
授
セ
リ
抑
々
本
級
生
徒
ハ
其
初
学
期
ノ
始
メ
ニ
観
察
セ
シ
時
ニ
ハ
学
力
足
ラ
ス

操
志
定
マ
ラ
ス
之
ヲ
策
励
ス
ル
モ
蛍
雪
ノ
苦
ニ
意
ナ
ク
之
ヲ
啓
沃
ス
ル
モ
風
馬
牛
ノ
態
ア
リ
殆
ト
後
来
ノ
成
業
如
何
ニ
憂
慮
セ
シ
ガ
是
ハ
一

時
ノ
阻
滞
ニ
シ
テ
実
ニ
近
数
ヶ
月
ニ
渉
テ
ハ
草
思
研
精
大
ニ
旧
態
ヲ
豹
変
シ
学
業
蔚
然
ト
シ
テ
著
ク
進
歩
ヲ
呈
シ
現
ニ
其

試
ニ
応
ス
ル
ノ

文
ヲ
観
ル
ニ
流
暢
明
快
時
ニ
金
声
玉
振
ノ
余
響
ヲ
得
ル
モ
ノ
ア
リ
余
ノ
詢
ニ
嘖

シ
テ
欣
躍
ス
ル
所
ナ
リ

該
級
中
穂
積
八
束
、
梅
若
誠
太
郎
、
木
村
竹
次
郎
、
諸
氏
皆
是
能
ク
励
精
シ
其
業
観
ル
ベ
シ
就
中
鋭
敏
ニ
シ
テ
頭
角
ヲ
露
ハ
シ
ヽ
ハ
穂
積
八

束
氏
ナ
リ
氏
ハ
洋
語
ニ
所
謂

フ
ハ
ー
シ
ル
プ
リ
ン
シ
プ
ス

（
甚
タ
労
苦
セ
サ
ル
モ
容
易
ニ
級
中
ノ
首
席
ヲ
占
メ
得
ル
天
資
ノ
才
識
ヲ
具
フ

ル
ノ
義
）
ニ
背
カ
サ
ル
ノ
人
ニ
シ
テ
余
ノ
始
テ
本
校
ニ
職
ヲ
辱
ウ
セ
シ
以
来
僅
ニ
観
ル
ヲ
得
ル
ノ
学
生
ニ
シ
テ
真
ニ
鉄
中
ノ
錚
々
ト
称
ス
ル

モ
敢
テ
溢
言
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヘ
シ

文
学
第
三
年
生
ニ
ハ
第
一
学
期
中
ニ
希
臘
史
ヲ
授
ケ
第
二
第
三
学
期
間
ニ
羅
馬
史
中
其
共
和
政
治
ノ
滅
亡
並
ニ
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
帝
治
世
ノ

事
跡
ヲ
講
授
セ
リ
該
級
中
有
賀
長
雄
氏
ハ
天
資

穎
嶄
然
群
ヲ
抜
キ
解
釈
流
ル
ヽ
カ
如
ク
且
ツ
能
ク
苦
学
ニ
堪
ヘ
殆
ト
一
日
モ
欠
席
セ
シ
コ
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ト
ナ
シ
真
崎
孝
八
氏
亦
能
ク
業
ニ
孜
々
シ
テ
倦
マ
ス
山
田
一
郎
、
高
田
早
苗
ノ
二
氏
亦
共
ニ
資
質
穎
敏
ナ
リ
ト
雖
モ
其
講
席
ニ
欠
多
ク
以
テ

余
ヲ
シ
テ
充
分
ノ
好
成
績
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
サ
ル
ハ
甚
タ
歎
惜
ス
ベ
シ
ト
ス
文
学
第
四
年
生
中
松
田
小
次
郎
氏
ハ
堅
忍
不
抜
ノ
志
ヲ
抱
キ

テ
殊
ニ
哲
学
ニ

勉
セ
シ
ハ
実
ニ
人
ヲ
シ
テ
驚
歎
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
本
学
年
末
ノ
大
試
業
ニ
筆
答
正
当
ヲ
得
テ
卒
業
論
文
ニ
鋒
芒
ヲ
露
ス

ヘ
キ
ハ
予
メ
期
ス
ヘ
キ
ナ
リ
末
岡
精
一
氏
カ
殊
ニ
哲
学
ノ
聴
講
ニ
熱
心
シ
テ
用
意

密
ナ
ル
ト
田
中
稲
城
氏
ノ
殊
ニ
欧
州
歴
史
ノ
講
義
ニ
意

ヲ
留
メ
テ
平
常
ノ
業
ニ
心
識
黙
契
ノ
領
得
多
キ
ハ
倶
ニ
感
歎
ス
ル
所
ナ
リ

以
上
陳
述
ス
ル
所
ハ
実
ニ
余
ノ
教
導
セ
シ
学
生
ノ
概
状
ナ
リ
抑
々
本
学
現
時
ノ
勢
ヲ
以
テ
進
ン
テ
止
マ
サ
レ
ハ
将
来
益
俊
英
ヲ
育
ス
ル
ヲ
得

テ
愈
々
名
声
ヲ
世
ニ
輝
ス
ヘ
キ
ハ
敢
テ
疑
ハ
サ
ル
所
ト
ス
今
ヤ
余
ハ
帰
国
ニ
臨
ミ
此
一
言
ヲ
挙
テ
本
学
ノ
隆
運
ヲ
卜
シ
併
セ
テ
久
ク
諸
職
員

衆
学
生
ノ
厚
遇
ヲ
辱
ウ
セ
シ
ヲ
深
謝
ス
ト
云
爾

○
資
料
四

ブ
ッ
セ
申
報

明
治
十
九
年
度

（
明
治
十
九
年
九
月
よ
り
二
十
年
七
月
ま
で
）

文
科
大
学
年
報

起
明
治
二
十
年
一
月
止
明
治
二
十
年
十
二
月

（

文
部
省
往
復
（
報
告
）
（
明
治
二
十
一
年
）
に
所
収
）
よ
り
引
用

論
理
学
哲
学
審
美
学
倫
理
学
教
師
ブ
ッ
セ
氏
申
報

余
ハ
第
二
学
期
ニ
於
テ
第
一
年
級
学
生
ヘ
ハ
左
ノ
課
目
ヲ
教
授
ス

一

論
理
学

論
理
学
説
ノ
沿
革
史
及
ヒ
ロ
ッ
ツ
ェ
ー
氏
ノ
所
謂
形
式
的
純
理
的
折
衷
的
論
理
ノ
大
要
ヲ
講
シ
純
正
論
理
学
ニ
於
テ
ハ
印
象

ノ
思
想
ニ
転
移
ス
ル
ノ
理
及
概
念
創
成
ノ
理
ヲ
講
授
セ
リ

二

哲
学

ヒ
ュ
ー
ム
氏
ノ
自
然
教
問
答
ヲ
講
究
論
議
シ
テ
哲
学
ノ
各
問
題
ニ
入
ル
ノ
緒
ヲ
開
ク
ヘ
ク
務
メ
タ
リ

第
二
年
第
三
年
両
級
ニ
ハ
テ
ー
ル
ス
ヨ
リ
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
迄
ノ
古
代
哲
学
ノ
沿
革
ヲ
講
授
セ
リ
第
三
年
級
ニ
ハ
審
美
学
ノ
概
念
志
向
美
ノ
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概
念
及
ヒ
美
術
ノ
統
系
ヲ
講
授
ス
即
チ
第
一
音
楽
第
二
建
築
術
第
三
彫
刻
術
ト
ス
而
シ
テ
建
築
術
ニ
於
テ
ハ
希
臘
羅
馬
古
代
耶
蘇
教
国

ビ

ザ
ン
チ
ン

ア
ラ
ビ
ッ
ク

東
洋
、

ロ
ー
マ
ネ
ス
ク

及
ヒ

ゴ
ス
ッ
ク

建
築
ノ
特
質
ヲ
講
述
シ
彫
刻
術
ニ
於
テ
ハ
古
代
中
世
及
近
世

ノ
彫
刻
ヲ
講
授
シ
タ
リ

参

用
書
ハ
左
ノ
如
シ

ヘ
ル
ガ
ッ
ソ
ン
氏
建
築
学
講
義

リ
ュ
ブ
ケ
ー
氏
美
術
沿
革
史

シ
ー
マ
ン
氏
建
築
学
沿
革
史

第
三
学
期
ニ
於
テ
第
一
年
級
ニ
ハ
前
期
ニ
続
キ
論
理
学
ヲ
講
述
ス
即
チ
断
定
法
推
度
法
合
法
体
類
別
法
工
夫
及
説
明
（
機
械
的
）
説
ヲ
講
明

シ
且
ツ
前
学
期
ニ
続
キ
ヒ
ュ
ー
ム
氏
ノ
自
然
教
ヲ
講
授
セ
リ

第
二
年
級
ニ
ハ
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
以
後
ノ
哲
学
エ
ピ
キ
ュ
ー
ロ
ス

ス
ト
イ
ッ
ク
学
派
希
臘
懐
疑
学
及
新
プ
ラ
ト
ー
学
派
ヲ
講
明
シ
加
フ
ル

ニ
デ
カ
ル
ト
ヨ
リ
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
ニ
至
ル
近
世
哲
学
ノ
大
要
ヲ
摘
授
ス
（
第
三
年
級
モ
亦
此
級
ニ
合
併
教
授
セ
リ
）

第
三
年
級
哲
学
史
ハ
第
二
年
級
ト
合
併
教
授
セ
シ
コ
ト
前
述
ス
ル
如
シ
而
シ
テ
審
美
学
ニ
ハ
風
景
画
風
俗
画
歴
史
画
及
古
代
中
世
近
代
画
学

ノ
沿
革
ヲ
講
授
ス

参

用
書
ハ
左
ノ
如
シ

リ
ュ
ブ
ケ
ー
氏
美
術
沿
革
史

シ
ー
マ
ン
氏
建
築
学
沿
革
史

右
ノ
外
随
意
科
ト
シ
テ
ロ
ッ
ツ
ェ
氏

ミ
ク
ロ
コ
ズ
ム

巻
一
ヲ
講
読
論
議
セ
シ
メ
タ
リ

余
カ
講
授
ハ
初
メ
口
述
ノ
方
法
ヲ
用
ヒ
須
要
ノ
分
部
ハ
学
生
ヲ
シ
テ
筆
記
セ
シ
メ
タ
リ
シ
ト
雖
ト
モ
後
余
自
ラ
一
写
字
器
ヲ
購
求
シ
テ
余
ノ

筆
記
ヲ
摺
写
シ
之
ヲ
各
学
生
ニ
分
付
シ
時
間
ノ
徒
費
ヲ
節
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
哲
学
演
習
ニ
ハ
ヒ
ュ
ー
ム
氏
自
然
教
問
答
ノ
講
究
ヲ
以
テ
ス
即
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チ
其
方
法
ハ
学
生
ヲ
シ
テ
読
書
章
中
ノ
意
味
ヲ
口
述
シ
而
シ
テ
之
ヲ
論
議
セ
シ
メ
タ
リ

倫
理
学
演
習
ニ
ハ
学
生
ヲ
シ
テ
各
自
特
ニ
知
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
説
ヲ
以
テ
分
チ
以
テ
各
自
ヲ
シ
テ
自
説
ヲ
詳
細
ニ
陳
述
セ
シ
メ
然
ル
後
各
説

ヲ
論
議
批
評
ス
ル
ヲ
務
タ
リ

明
治
二
十
年
度

（
明
治
二
十
年
九
月
よ
り
二
十
一
年
七
月
ま
で
）

文
科
大
学
年
報

自
明
治
二
十
一
年
一
月
至
同
年
十
二
月

（

文
部
省
往
復
（
報
告
）
（
明
治
二
十
二
年
）
に
所
収
）
よ
り
引
用

教
師
ブ
ッ
セ
申
報

哲
学
科

一

第
三
年
級

第
一
期

倫
理
学

一

緒
論
、
倫
理
学
ノ
理
想
及
目
的
、
倫
理
学
上
各
反
対
論
要
点
形
而
上
学
的
及
宗
教
的
倫
理
、
人
類
学
的
及
生
物
学
的
倫
理
、
利
学
、
常

感
的
倫
理
、
直
覚
的
倫
理
、
倫
理
学
ト
社
会
学

二

倫
理
学
沿
革
史
大
意
希
臘
羅
馬
倫
理
、
中
世
希
督
教
倫
理
、

ホ
ッ
プ
ス

デ
カ
ル
ト

ヨ
リ

ス
ペ
ン
サ
ル

ロ
ッ
ツ
エ

ニ
至
ル

近
世
倫
理

三

カ
ン
ト

著
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス

オ
フ

エ
シ
ッ
ク
ス

シ
ョ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

著
グ
ル
ン
ト
プ
ロ
ブ
レ
ム

デ
ル

エ
シ
ッ
ク

ミ
ル

著
ユ
ー
チ
リ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム

ス
ペ
ン
サ
ル

著
デ
ー
タ

オ
フ

エ
シ
ッ
ク
ス

ロ
ッ
ツ
ェ

著
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
ス

オ

フ

プ
ラ
ク
チ
カ
ル

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
ノ
諸
書
ニ
拠
リ
倫
理
学
上
実
地
演
習

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



審
美
学

一

緒
論
、
審
美
学
ノ
理
想
及
目
的
美
ノ
生
理
的
主
観
的
心
理
的
及
客
観
的
状
態
、
技
芸
ノ
統
系
即
チ
造
家
術
、
彫
刻
術
、
絵
画
、
音
楽
、

詩一

造
家
術

造
家
術
上
美
ノ
状
態
、
東
洋
造
家
術
、
希
臘
羅
馬
造
家
術
、

ア
ラ
ビ
ヤ

、
古
代
希
督
教
国
、

ビ
ザ
ン
チ
ン

及
魯
西

亜
造
家
術
、

ロ
ー
マ
ネ
ク
ス

及

ゴ
シ
ッ
ク

造
家
術
、
欧
州
中
興
（
バ
ロ
ク
、
ロ
ッ
コ
コ
ー
）
造
家
術
、
大
十
九
世
紀
造
家

術用
書

ル
ブ
ケ

著
ヒ
ス
ト
リ
ー

オ
フ

ア
ー
ト

シ
イ
マ
ン

著
ク
ン
ス
ト
ヒ
ス
ト
リ
ッ
シ
エ

ビ
ル
デ
ル
バ
ー
ゲ
ン

哲
学
演
習
（
哲
学
科
学
生
ニ
限
ル
）

ロ
ッ
ツ
ェ

著
マ
イ
ク
ロ
コ
ス
マ
ス
第
一
巻
ヲ
講
読
論
議
ス

第
二
期

審
美
学

彫
刻
術

模
像
ノ
美
ノ
状
態
、
東
洋
彫
刻
術
、
希
臘
羅
馬
彫
刻
術
、

ロ
ー
マ
ネ
ス
ク

及

ゴ
シ
ッ
ク

彫
刻
術

哲
学
演
習

ロ
ッ
ツ
ェ

著
マ
イ
ク
ロ
コ
ス
マ
ス
ノ
講
読
論
議
ヲ
継
続
シ

デ
カ
ル
ト

ヨ
リ

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

ニ
至
ル
近
世
哲
学
ノ
沿
革
史
ニ
就

キ
実
地
演
習
ヲ
行
フ

用
書
ハ

デ
カ
ル
ト

ス
ピ
ン
ノ
ザ

ロ
ッ
ク

ヒ
ュ
ー
ム

バ
ル
ク
レ
ー

ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ

ノ
各
著
書
、

ル
ウ
ィ
ス

著
ヒ

ス
ト
リ
ー

オ
フ

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

モ
ー
レ
ル

著
ヒ
ス
ト
リ
ー

オ
フ

モ
ー
デ
ル
ン

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

ボ
ウ
エ
ン

著
ヒ

ス
ト
リ
ー

オ
フ

モ
ー
デ
ル
ン

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

シ
ュ
ウ
ェ
グ
レ
ル

著
ヒ
ス
ト
リ
ー

オ
フ

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

ユ
ー
べ
ル

ウ
ェ
ル
グ

著
ヒ
ス
ト
リ
ー

オ
フ

モ
ー
デ
ル
ン

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

ツ
ェ
ル
レ
ル

著
ゲ
シ
ヒ
テ

デ
ル

ド
イ
ッ
ツ
エ
ン

フ
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ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

キ
ュ
ー
ノ
フ
ヒ

シ
エ
ル

著
ゲ
シ
ヒ
テ

デ
ル

ノ
イ
エ
レ
ン

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
仝
著

フ
ラ
ン
シ
ス

ベ
ー
コ
ン

ウ
ン
ド

サ
イ
ネ

ナ
ッ
ヒ
ホ
ル
ゲ
ル

エ
ル
ド
マ
ン

著
ゲ
シ
ヒ
テ

デ
ル

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

フ
ォ
ル
ケ
ン
ベ
ル
グ

著
ゲ
シ
ヒ

テ

デ
ル

ニ
ウ
レ
ン

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
ノ
諸
書
ヲ
用
ヰ
タ
リ

第
三
期

審
美
学

彫
刻
術

欧
州
中
興
ノ
彫
刻
術

バ
ロ
ク

及

ロ
コ
コ
ー

彫
刻
術
第
十
九
世
紀
彫
刻
術

絵
画

絵
画
ノ
美
ノ
状
態

哲
学
演
習

ロ
ッ
ツ
ェ

マ
イ
ク
ロ
コ
ス
マ
ス
講
読
及
近
世
哲
学
沿
革
史
論
議
ヲ
継
続
セ
リ

二

第
二
年
級

第
一
期

哲
学
史

緒
論
、
哲
学
ノ
理
想
及
目
的
哲
学
ノ
訓
練
、
哲
学
史
ノ
理
想
及
目
的
、
諸
学
派
ノ
論
拠
、
経
練
学
派
と
理
論
学
派
ト
ノ
折
衷
論
、
哲
学
史
上

ノ
時
期
、

テ
ー
リ
ス

ヨ
リ

ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル

ニ
至
ル
（
第
一
第
二
時
期
）
古
代
哲
学
沿
革
史

第
二
期
（
哲
学
史
続
き
）

哲
学
沿
革
史
ノ
第
三
時
期

ス
ト
イ
ッ
ク

ヱ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン

ス
ケ
プ
チ
ッ
ク

及

ネ
オ
プ
レ
ト
ニ
ッ
ク

哲
学
中
世
希
督
教
国
、

ア
ラ
ビ
ヤ

ジ
ウ

哲
学
沿
革
史
概
要
、
近
世
哲
学
、
緒
論
、
欧
州
中
興
及
改
革
ノ
時
期

ベ
ー
コ
ン

デ
カ
ル
ト

ヨ
リ

カ
ン
ト

及
仏
独
勃
興
ノ
時
期

第
三
期

哲
学
史
（
坪
井
氏
心
理
学
講
義
ヲ
聴
聞
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
心
理
学
ニ
代
フ
ル
ニ
哲
学
史
ヲ
以
セ
リ
）

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



カ
ン
ト
氏
哲
学
殊
ニ
ク
リ
チ
ッ
ク

オ
フ

ピ
ュ
ー
ア

リ
ー
ゾ
ン
ヲ
講
授
シ
又
独
逸
唯
心
論
派
ナ
ル

フ
ィ
ヒ
テ

シ
ェ
リ
ン
グ

ヘ

ー
ゲ
ル

及
近
代
ノ
哲
学
家

ヘ
ル
バ
ル
ト

シ
ョ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

ハ
ー
ト
マ
ン

ロ
ッ
ツ
エ

（
ロ
ッ
ツ
エ
氏
哲
学
ノ
解
釈
ハ
次

学
年
第
一
学
期
ニ
於
テ
之
ヲ
授
ケ
タ
リ
）

三

第
一
年
級

第
一
期

一

哲
学
ニ
関
ス
ル
一
般
ノ
理
論
的
序
論
、
哲
学
ノ
理
想
及
目
的
哲
学
ノ
訓
練
、
形
而
上
学
、
自
然
哲
学
心
理
学
論
理
学
及
認
識
論
審
美
学
、

倫
理
学
、
宗
教
哲
学
、
哲
学
ノ
基
則
及
名
辞
即
チ
独
断
教
懐
疑
学
鑑
識
学
、
唯
心
論
、
実
体
論
、
実
験
理
学
、
唯
物
論
等

二

哲
学
ニ
関
ス
ル
実
践
的
序
論
、

デ
カ
ル
ト

著
メ
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
ノ
講
読
論
議
及
引
証
解
釈

第
二
期

哲
学
史

緒
論
、
各
派
反
対
論
要
点
、
理
論
派
、
実
験
派
、

ツ
ェ
ル
レ
ル

ボ
ー
エ
ン

ユ
ー
ベ
ル
ウ
ェ
ル
グ

等
ノ
折
衷
論
、
哲
学
沿
革
史
上
ノ

時
期
、
古
代
、
中
世
、
近
世
各
哲
学
ノ
性
質
ノ
大
要
、
古
代
哲
学
史

テ
ー
ル

ヨ
リ

ア
ナ
ク
ザ
ゴ
ラ
ス

及
詭
弁
家
ニ
至
ル
第
一
時
期

論
理
学

緒
論
、
論
理
学
ノ
各
基
則
形
而
上
学
的
論
理
、
正
式
論
理
、
折
衷
説
論
理
学
ハ
技
術
ニ
非
ラ
ズ
シ
テ
学
術
ナ
ル
コ
ト
、
論
理
学
ハ
心
理
学
ノ

一
部
ニ
非
ス
シ
テ
独
立
ノ
学
術
ナ
ル
コ
ト
、
純
正
論
理
学
、
概
念
論
、
断
定
論

第
三
期

哲
学
史

古
代
哲
学
史

ソ
ク
ラ
テ
ス

三

ソ
ク
ラ
テ
ス

学
派

プ
ラ
ト
ウ

及
古
代
哲
学
派
（
第
三
時
期

ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル

学
派
ハ
次

学
年
第
一
学
期
ニ
於
テ
完
了
ス
）

論
理
学
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純
正
論
理（
続
き

推
測
式
理
論
、
推
測
式
及
四
推
測
図
式
、
想

的
及
離
接
的
推
度
法
、
帰
納
法
理
論
及
比

、
彙
類
法
、
論
理
思
想
ノ

想
像
的
観
念
、
其
実
現
ノ
明
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
、
宇
宙
ノ
論
理
的
構
成
ニ
ハ
先
天
法
ヲ
用
ヰ
ズ
唯
経
験
ノ
基
礎
ニ
由
ル
論
理
的
解
釈
ヲ
用

ヰ
ル
コ
ト

応
用
論
理
（
次
学
年
第
一
期
ニ
於
テ
ス
）

摘
要

余
カ
授
業
上
ノ
法
ハ
終
始
講
義
ヲ
行
ヒ
加
フ
ル
ニ
時
ゝ
学
生
ト
問
答
ヲ
為
ス
ノ
混
合
法
ト
ス
問
答
ノ
法
ハ
論
理
学
ヲ
授
業
ス
ル
ニ
用
ユ
而
シ

テ
講
義
ヲ
解
セ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
自
由
ニ
之
ヲ
質
疑
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
講
義
ノ
要
点
ハ
余
自
ラ
筆
記
解
釈
シ
テ
学
生
ニ
謄
写
セ
シ
メ
タ
リ

デ
カ
ル
ト

著
メ
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
及

ロ
ッ
ツ
エ

著
マ
イ
ク
ロ
コ
ス
マ
ス
ノ
実
地
演
習
ニ
ハ
左
ノ
方
法
ヲ
用
ヰ
タ
リ

書
中
集
章
句
ニ
就
キ
学
生
ヲ
シ
テ
順
次
著
者
ノ
論
旨
ト
之
レ
ヲ
弁
護
ス
ル
自
説
ヲ
簡
単
ニ
述
ヘ
シ
メ
尚
足
ラ
ザ
ル
処
ハ
他
学
生
ヲ
シ
テ
論
述

セ
シ
ム
ル
ノ
後
著
者
ノ
定
論
ヲ
論
議
セ
シ
メ
タ
リ
蓋
シ
余
ハ
終
始
之
レ
ニ
臨
席
管
督
シ
タ
リ
キ

論
理
学
及
近
世
哲
学
史
実
地
演
習
ノ
方
法
ハ
先
ツ
各
学
生
ニ
用
書
ヲ
配
頒
シ
教
師
ノ
支
持
ス
ル
書
中
ノ
要
旨
ヲ
述
シ
メ
而
ノ
後
各
著
者
ノ
論

旨
ヲ
比
較
批
評
セ
リ
近
世
哲
学
史
演
習
ニ
ハ
常
ニ
諸
哲
学
ノ
原
著
書
ヲ
参

シ
又
諸
哲
学
歴
史
家
ノ
報
告
ヲ
モ
対
照
シ
タ
リ

明
治
二
十
一
年
度

（
明
治
二
十
一
年
九
月
よ
り
二
十
二
年
七
月
ま
で
）

文
科
大
学
教
員
申
報

自
明
治
二
十
一
年
九
月

至
明
治
二
十
二
年
七
月

（

文
部
省
往
復
（
報
告
）
（
明
治
二
十
三
年
）
に
所
収
）
よ
り
引
用

哲
学
、
論
理
学
、
心
理
学
、
倫
理
学
、
審
美
学
、
哲
学
演
習

教
師
ブ
ッ
セ
申
報

千
八
百
八
十
八
年
ヨ
リ
千
八
百
八
十
九
年
二
渉
ル
一
学
年
申
報

第
一
学
期

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



第
一
年
級

哲
学
入
門

第
二
年
級

哲
学
史

中
世
哲
学
史
、
近
世
哲
学
史
総
論

論
理
学

応
用
論
理
学
（
完
了
）

第
三
年
級

倫
理
学

倫
理
学
総
論
（
倫
理
学
ノ
観
念
及
目
的
、
諸
倫
理
説
ニ
於
ケ
ル
倫
理
ノ
標
準
）

倫
理
学
史
略

第
二
学
期
ニ
於
テ
行
フ
ベ
キ
倫
理
学
ノ
演
習
ハ
寄
宿
舎
出
火
ノ
為
メ
之
ヲ
行
フ
ヲ
得
サ
リ
キ

審
美
学

審
美
学
総
論
（
審
美
学
的
美
ノ
法
則
及
所
依
、
建
築
彫
刻
絵
画
音
楽
詩
歌
ノ
目
的
）

美

術

史

略
（
エ
ジ
プ
シ
ャ
ン
、
ア
シ
ロ
バ
ビ
ロ
ニ
ア
ン
、
イ
ン
デ
ア
ン
、
東

方

亜

細

亜
、
ペ
ル
シ
ア
ン
、

グ
リ
ー
キ
、
及
ロ
ー
マ
ン
建
築
）

演
習

カ
ン
ト
著
ク
リ
チ
ッ
ク
、
オ
ヴ
、
ピ
ュ
ー
ア
、
リ
ー
ズ
ン
、
ノ
講
読

第
二
学
期

第
一
年
級

哲
学
史

哲
学
史
総
論
、
希
臘
哲
学
（
セ
ー
ル
ス
ヨ
リ
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
ニ
至
ル
）

論
理
学

論
理
学
総
論
、
純
理
的
論
理
学
（
観
念
ノ
解
説
、
判
断
ノ
解
説
）

本
講
ハ
火
災
ノ
為
メ
大
ニ
障
礙
ヲ
受
ケ
タ
リ

第
二
年
級

哲
学
史

近
世
哲
学
（
デ
カ
ル
ト
ヨ
リ
カ
ン
ト
ニ
至
ル

本
講
モ
亦
火
災
ノ
為
メ
大
ニ
障
礙
ヲ
受
ケ
タ
リ

第
三
年
級

審
美
学

古
代
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
及
バ
イ
ザ
ン
テ
ー
ン
建
築
、
ア
レ
ビ
ヤ
ン
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
及
ゴ
シ
ッ
ク
風
、
ル
ネ
サ
ン
ス
風
、

本
講
モ
亦
火
災
ノ
為
メ
大
ニ
障
礙
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
前
ニ
同
シ

演
習

カ
ン
ト
著
ク
リ
チ
ッ
ク
、
オ
ヴ
、
ピ
ュ
ー
ア
、
リ
ー
ズ
ン
ノ
購
読
前
期
ノ
続
キ
、
別
ニ
ボ
ウ
エ
ン
著
近
世
哲
学
史
、
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ユ
ー
ベ
ル
ヴ
ェ
ッ
ヘ
、
エ
ル
ド
マ
ン
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ク
レ
ル
及
ル
ト
ワ
ィ
ス
等
ニ
基
キ
テ
カ
ン
ト
以
後
ノ
近
世
哲

学
ノ
演
習
ヲ
行
ヘ
リ

第
三
学
期

第
一
年
級

哲
学
史

希
臘
哲
学
（
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
、
プ
レ
ト
ー
、
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
、

ス
ト
イ
ッ
ク

学
派
、

エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン

学
派
、
懐
疑
学
派
、

ニ
オ
、
プ
レ
ト
ニ
ッ
ク

学
派
）

論
理
学

純
理
的
論
理
学
（
完
了
）
応
用
論
理
学

第
二
年
級

心
理
学

心
理
学
緒
論
、
心
理
学
上
主
要
ノ
問
題
ノ
説
明
、
心
理
学
上
著
明
ノ
学
説
、
精
神
物
理
学
ノ
法
則

サ
レ
ー
著
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
ス
、
オ
ヴ
、
サ
イ
コ
ロ
ヂ
ー
、
ヲ
教
科
書
ト
シ
テ
用
ヰ
タ
リ

哲
学
史

カ
ン
ト
ノ
哲
学
ヲ
完
了
ス

第
三
年
級

審
美
学

第
十
九
世
紀
建
築
、
古
代
中
世
及
近
世
ノ
彫
刻

演
習

カ
ン
ト
及
其
以
後
ノ
近
世
哲
学
ノ
演
習
前
期
ノ
続
キ
、
別
ニ
カ
ン
ト
著
ク
リ
チ
ッ
ク
、
オ
ヴ
、
ピ
ュ
ー
ア
、
リ
ー

ズ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
著
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ス
、
オ
ヴ
、
サ
イ
コ
ロ
ヂ
ー
、
ロ
ッ
ツ
ェ
著
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
、
ニ
基
キ

テ
殊
ニ
空
間
ノ
イ
ン
チ
ュ
イ
シ
ョ
ン
ノ
起
源
及
其
自
観
的
存
在
ニ
関
ス
ル
問
題
ヲ
講
究
シ
タ
リ

以
上
各
講
義
ノ
詳
細
ヲ
知
ラ
ン
ニ
ハ
前
学
年
ノ
申
報
ニ
就
キ
テ
見
ル
ヲ
要
ス
哲
学
入
門
、
論
理
学
、
哲
学
史
、
倫
理
学
、
審
美
学
（
総
論
ノ

部
）
ノ
講
義
ハ
其
綱
要
ヲ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
学
生
ニ
与
ヘ
タ
リ
サ
レ
ー
著
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
ス
、
及
其
他
本
報
ニ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
外
一
切
教

科
書
ヲ
用
ヰ
ズ
但
シ
審
美
学
ニ
就
テ
ハ
専
ラ
図
画
ヲ
示
ス
為
メ
参

書
ト
シ
テ
ズ
ィ
ー
マ
ン
編
纂
ク
ン
ス
ト
ヒ
ス
ト
リ
ッ
シ
ェ
、
ビ
ル
デ
ル

ボ
ー
ゲ
ン
リ
ュ
ブ
ケ
編
纂
デ
ン
ク
レ
ー
レ
ル
、
デ
ル
、
ク
ン
ス
ト
、
リ
ュ
ブ
ケ
著
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
オ
ヴ
、
ア
ー
ト
、
及
シ
ュ
ナ
ア
ゼ
著
ゲ
シ

ヒ
テ
、
デ
ル
、
ビ
ル
デ
ン
デ
ン
キ
ュ
ン
ス
テ
、
ヲ
用
ヰ
タ
リ

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



○
資
料
五

教
員
受
持
学
科
表

東
京
大
学
の

年
報

に
は
、
各
教
員
が
ど
の
学
年
の
ど
の
学
科
を
担
当
し
た
の
か
を
一
覧
で
示
し
た

教
員
受
持
学
科
表

（
ま
た
は

教

員
受
持
課
目
表

）
が
付
表
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
表
か
ら
哲
学
関
係
の
学
科
に
焦
点
を
絞
っ
て
抜
粋
す
る
。
な
お
そ
の

際
、
論
理
学
を
含
む
哲
学
関
係
の
学
科
（
論
理
学
・
哲
学
・
哲
学
史
・
倫
理
学
・
審
美
学
）
を
担
当
す
る
外
国
人
教
師
が
哲
学
関
係
以
外
の
学
科
（
史

学
や
政
治
学
な
ど
）
を
担
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
抜
粋
す
る
。
ま
た
日
本
人
教
師
で
あ
っ
て
も
、
哲
学
関
係
の
学
科
を
担
当
す
る
場
合
に
は

同
様
に
そ
の
列
だ
け
抜
粋
す
る
。

表
中
の

内
の
書
き
込
み
は
、
受
講
生
の
筆
記
ノ
ー
ト
が
ど
の
外
国
人
教
師
の
ど
の
年
度
の
講
義
に
該
当
す
る
か
を
、
筆
者
が
で
き

る
か
ぎ
り
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
は
ゴ
シ
ッ
ク
に
し
て
見
や
す
く
し
た
。
も
ち
ろ
ん
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
今
後
の
研
究

の
進
展
に
よ
り
表
へ
の
加
筆
や
修
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。（
な
お
、
申
報
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
資
料
と
付
き
合
わ
せ
る
と
、
も
と
も
と
の
学

科
表
も
完
全
な
表
で
は
な
く
、
誤
り
や
抜
け
が
あ
る
と

え
な
け
れ
ば
つ
じ
つ
ま
の
あ
わ
な
い
箇
所
が
み
ら
れ
る
。）
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明
治
十
年
度

※
明
治
十
年
四
月
に
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
を
併
せ
東
京
大
学
（
四
年
制
）
に
改
組
。
旧
東
京
開
成
学
校
が
東
京
大
学
法
理
文
学
部
と

な
り
、
文
学
部
に
は
第
一
科
の
史
学
哲
学
及
政
治
学
科
、
第
二
科
の
和
漢
文
学
科
が
置
か
れ
た
。
二
学
期
制
。

東
京
大
学
法
理
文
学
部
第
六
年
報

よ
り
一
部
を
抜
粋

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
授
受
持
学
科
表

自
明
治
十
年
九
月
至
仝
十
一
年
八
月

○
於
文
学
部
第
一
科

（
１
）
一
学
期
（
２
）
二
学
期

教
授

第
四
年
級

第
三
年
級

第
二
年
級

教
授

第
一
年
級

サ
イ
ル

史
学
（
１
）

法学部

外
山
正
一

英
語

論
理
学
（
１

心
理
学
（
２
）

理学部

外
山
正
一

論
理
学

心
理
学

英
語

サ
イ
ル

史
学

サ
イ
ル

史
学
（
１
）

文学部

外
山
正
一

○
哲
学
史

○
心
理
学

外
山
正
一

英
語

論
理
学
（
１

心
理
学
（
２
）

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



明
治
十
一
年
度

東
京
大
学
法
理
文
学
部
第
七
年
報

よ
り
一
部
を
抜
粋

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
員
受
持
課
目
表

自
明
治
十
一
年
九
月

至
仝
十
二
年
八
月

○
於
文
学
部
第
一
科

（
１
）
一
学
期
（
２
）
二
学
期

教
員

第
四
年
級

第
三
年
級

第
二
年
級

教
員

第
一
年
級

外
山
正
一

英
語

論
理
学
（
１

心
理
学
（
２
）

法学部

サ
イ
ル

史
学
（
１
）

ク
ー
パ
ル

史
学
（
２
）

理学部

外
山
正
一

英
語

論
理
学
（
１

心
理
学
（
２
）

外
山
正
一

○
心
理
学
（
１

○
哲
学
（
２
）

外
山
正
一

英
語

論
理
学
（
１

心
理
学
（
２
）

フ
ェ
ノ
ロ
サ

政
治
学

理
財
学

○
哲
学
史

サ
イ
ル

史
学
（
１
）

文学部

サ
イ
ル

史
学
（
１

道
義
学
（
１
）

史
学
（
１
）

ク
ー
パ
ル

史
学
（
２
）

ク
ー
パ
ル

史
学
（
２

道
義
学
（
２
）

史
学
（
２
）
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明
治
十
二
年
度

※
こ
の
年
度
か
ら
三
学
期
制
。
第
一
科
は
（
史
学
を
理
財
学
に
入
れ
替
え
）
哲
学
政
治
学
及
理
財
学
科
、
第
二
科
は
和
漢
文
学
科
。

東
京
大
学
法
理
文
学
部
第
八
年
報

自
明
治
十
二
年
九
月

至
明
治
十
三
年
八
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
授
受
持
学
科
表

自
明
治
十
二
年
九
月

至
仝
十
三
年
八
月

教
授

第
四
年

第
三
年

第
二
年

教
授

第
一
年

外
山
正
一

英
文
学

心
理
学（
前
半
年

論
理
学
（
後
半
年
）

法学部

ク
ー
パ
ー

史
学

理学部

外
山
正
一

英
吉
利
語

論
理
学
（
前
半

年

心
理
学
（
後
半
年
）

フ
ェ
ノ
ロ
サ

政
治
学

理
財
学

政
治
学

理
財
学

哲
学
史

坪
内

市
島

外
山
正
一

英
文
学

心
理
学（
前
半
年
）

論
理
学
（
後
半
年
）

第一科

ク
ー
パ
ー

哲
学

史
学

道
義
学

史
学

史
論

坪
内

ク
ー
パ
ー

史
学

文学部

外
山
正
一

哲
学

心
理
論

第二科

ク
ー
パ
ー

史
学

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



明
治
十
三
年
度

東
京
大
学
第
一
年
報

起
明
治
十
三
年
九
月

止
仝
十
四
年
十
二
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
十
三
年
九
月

至
仝
十
四
年
七
月

教
員

第
四
年

第
三
年

第
二
年

教
員

第
一
年

法学部

ク
ー
パ
ル

外
山
正
一

史
学

論
理
学
、
心
理
学
、
英
吉
利
語

理学部

外
山
正
一

論
理
学
、
心
理
学
、
英
吉
利
語

文学部

第一科

外
山
正
一

哲
学

心
理
学

ク
ー
パ
ル

哲
学

道
義
学

史
学

史
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

理
財
学

理
財
学

政
治
学

哲
学
史

第
二
科

ク
ー
パ
ル

史
学

ク
ー
パ
ル

外
山
正
一

史
学

阪
谷

論
理
学
、
心
理
学
、
英
吉
利
語
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明
治
十
四
年
度

東
京
大
学
第
二
年
報

起
明
治
十
四
年
九
月

止
仝
十
五
年
十
二
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
十
四
年
九
月

至
仝
十
五
年
七
月

教
員

第
四
年

第
三
年

第
二
年

教
員

第
一
年

法学部

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学

理学部

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学

哲学

外
山
正
一

哲
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

哲
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

金
井

論
理
学

文学部

政治
学理
財学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

理
財
学

理
財
学

和漢文学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学
史

世
態
学

阪
谷

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



明
治
十
五
年
度

東
京
大
学
第
三
年
報

起
明
治
十
五
年
九
月

止
仝
十
六
年
十
二
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
十
五
年
九
月

至
仝
十
六
年
七
月

教
員

第
四
年

第
三
年

第
二
年

教
員

第
一
年

法学部

千
頭
徳
馬

論
理
学

理学部

千
頭
徳
馬

論
理
学

哲学科

外
山
正
一

哲
学

英
文
学
、
史
学
、
心
理
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

哲
学

金
井

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学

文学部

政治
理財
学科

フ
ェ
ノ
ロ
サ

理
財
学

理
財
学

阪
谷

和漢文
学科

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

哲
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学

古典講
習科甲
部

第
三
期

第
二
期

第
一
期

井
上
哲
次
郎

論
理
学
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明
治
十
六
年
度

（
推
定
）

※

東
京
大
学
第
四
年
報

起
明
治
十
六
年
九
月

止
同
十
七
年
十
二
月

の
付
表
は

原
本
に
欠
落
し
て
い
る

（

東
京
大
学
年
報

第
二
巻

凡
例
）
た
め
、
こ
の
年
度
の

教
員
受
持
学
科
表

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
教
師
の
申
報
は
『
第
四
年
報
』
の
稿
本
（
文
部
省
提
出
用
の
浄
書

本
の
写
し
）
に
残
存
す
る
。
そ
こ
で
本
年
度
の
申
報
に
基
づ
き
、
前
後
の
年
度
の
申
報
と
学
科
表
も
参

に
推
定
し
作
成
し
て
み
た
仮
の
表
が

次
の
も
の
で
あ
る
。

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
十
六
年
九
月

至
仝
十
七
年
七
月
（
推
定
）

教
員

第
四
年

第
三
年

第
二
年

教
員

第
一
年

法学部

千
頭
徳
馬

論
理
学

理学部

千
頭
徳
馬

論
理
学

哲学科

外
山
正
一

哲
学

英
文
学
、
史
学
、
心
理
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

哲
学

金
井

哲
学
史

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

清
沢

高
嶺

論
理
学

文学部

政治理
財学科

フ
ェ
ノ
ロ
サ

理
財
学

阪
谷

理
財
学

理
財
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学

和漢文
学科

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



明
治
十
七
年
度

東
京
大
学
第
五
年
報

起
明
治
十
七
年
九
月

止
仝
十
八
年
十
二
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

東
京
大
学
法
理
文
学
部
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
十
七
年
九
月

至
仝
十
八
年
七
月

教
員

第
四
年

第
三
年

第
二
年

教
員

第
一
年

理学部

千
頭
徳
馬

論
理
学

哲学科

外
山
正
一

哲
学

英
文
学
、
史
学

清
沢

高
嶺

、
心
理
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

金
井

哲
学

哲
学

高
嶺

清
沢

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学

文学部

政治
理財
学科

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

和漢文
学科

フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

千
頭
徳
馬

論
理
学

論
理
学
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明
治
十
八
年
度

※
明
治
十
九
年
三
月
に
東
京
大
学
と
工
部
大
学
校
を
併
せ
て
帝
国
大
学
（
三
年
制
、
医
科
大
学
の
み
四
年
制
）
に
改
組
。

文
科
大
学
年
報

自
明
治
十
八
年
九
月

至
明
治
十
九
年
十
二
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

文
科
大
学
教
員
受
持
学
科

自
明
治
十
八
年
九
月
至
仝
十
九
年
七
月

第
一
年

第
二
年

第
三
年

第
四
年

教
員

哲学科

論
理
学

社
会
学
、
哲
学

哲
学

清
沢

高
嶺

？

フ
ェ
ノ
ロ
サ

英
文
学
、
史
学
、
心
理
学

心
理
学
、
哲
学

外
山
正
一

論
理
学
、
史
学

心
理
学

坪
井
九
馬
三

和文学科

論
理
学

哲
学

哲
学

フ
ェ
ノ
ロ
サ

論
理
学

千
頭
徳
馬

漢書課

古典講習科

国書課

論
理
学

外
山
正
一

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



明
治
十
九
年
度

こ
の
年
度
の

文
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表

は
、
な
ぜ
か

文
科
大
学
年
報

自
明
治
廿
一
年
一
月

至
同
年
十
二
月

に
で
は
な
く
、

医

科
大
学
第
二
年
報

起
明
治
二
十
年
一
月

止
同
十
二
月

の
末
尾
に
誤
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
抜
粋

文
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
十
九
年
九
月

至
仝
二
十
年
七
月

第
一
年

第
二
年

第
三
年

第
四
年

教
員

論
理
学
、
哲
学
史
、
哲
学

哲
学

審
美
学

清
沢

高
嶺

、
倫
理
学

清
沢

哲
学

清
沢

高
嶺

ブ
ッ
セ

哲学科

論
理
学
、
哲
学
史
、
哲
学

哲
学

審
美
学

清
沢
・
倫
理
学

高
嶺
・
倫
理
学

哲
学

清
沢

高
嶺

ノ
ッ
ク
ス

和文学科

論
理
学
、
哲
学
史
、
哲
学

哲
学

ブ
ッ
セ

漢書課

古典講習科

国書課
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明
治
二
十
年
度

文
科
大
学
年
報

自
明
治
廿
一
年
一
月

至
同
年
十
二
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

文
科
大
学
教
員
受
持
学
科

自
明
治
二
十
年
九
月

至
仝
二
十
一
年
七
月

第
一
年

第
二
年

第
三
年

第
四
年

教
員

哲学科

哲
学
史
、
論
理
学

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学
、
倫
理
学
、
哲
学
演
習

ブ
ッ
セ

和文
学科

哲
学
史
、
論
理
学

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学
、
倫
理
学

ブ
ッ
セ

史学科

哲
学
史
、
論
理
学

哲
学
史
、
心
理
学

ブ
ッ
セ

博言
学科

哲
学
史
、
論
理
学

ブ
ッ
セ

漢書課

古典講習科

国書課
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明
治
二
十
一
年
度

文
科
大
学
年
報

明
治
廿
二
年
一
月
ヨ
リ

同
年
十
二
月
ニ
至
ル

よ
り
一
部
を
抜
粋

文
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
二
十
一
年
九
月

至
二
十
二
年
七
月

第
一
年

第
二
年

第
三
年

氏
名

哲
学
科

論
理
学
、
哲
学
史

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学
、
哲
学
演
習

ブ
ッ
セ

国
文
学
科

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学

ブ
ッ
セ

史
学
科

論
理
学
、
哲
学
史

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学

ブ
ッ
セ

博
言
学
科

哲
学
史
、
心
理
学

ブ
ッ
セ

英
文
学
科

哲
学
史
、
論
理
学

ブ
ッ
セ

独
逸
文
学
科

哲
学
史
、
論
理
学

ブ
ッ
セ

特
約
生
教
育
学
科

倫
理
学

ブ
ッ
セ
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明
治
二
十
二
年
度

文
科
大
学
明
治
廿
三
年
報

自
明
治
廿
三
年
一
月

至
廿
四
年
十
二
月

よ
り
一
部
を
抜
粋

※
表
で
は
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
（
教
育
学
・
ド
イ
ツ
話
担
当
）
が

第
一
年

の

哲
学
史
、
論
理
学

を
受
け
持
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

隣
の
ブ
ッ
セ
の
行
か
ら
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

文
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表

自
明
治
二
十
二
年
九
月

至
仝
二
十
三
年
七
月

第
一
年

第
二
年

第
三
年

姓
名

哲
学
科

哲
学
史
、
論
理
学

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学
、
倫
理
学
、
哲
学
演
習

ブ
ッ
セ

国
文
学
科

哲
学
史
、
論
理
学

教
育
学

ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト

哲
学
史
、
論
理
学

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学
、
倫
理
学

ブ
ッ
セ

史
学
科

哲
学
史
、
論
理
学

哲
学
史
、
心
理
学

審
美
学
、
倫
理
学

ブ
ッ
セ

博
言
学
科

英
文
学
科

哲
学
史
、
心
理
学

ブ
ッ
セ

独
逸
文
学
科

哲
学
史
、
心
理
学

ブ
ッ
セ

特
約
生

倫
理
学

ブ
ッ
セ

明治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調査



注

東
京
大
学
史
史
料
研
究
会
編
、

史
料
叢
書

東
京
大
学
史

東
京
大
学
年
報

（
全
六
巻
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
（
第
一
巻
か
ら
第
四

巻
）、
一
九
九
四
年
（
第
五
巻
、
第
六
巻
）

ノ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は

講
師
履
歴
書

の
在
職
期
間
の
欄
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
明
治
十
九
年
度
の

帝
国
大
学
第
一
年
報

や

文
科

大
学
年
報

な
ど
に
は
記
録
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
拠
っ
た
。

こ
こ
に
挙
げ
た
学
生
の
う
ち
で
高
嶺
三
吉
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
行
わ
れ
た
最
初
の
精
神
病
学
の
講
義
を
聴
講

し
ノ
ー
ト
を
残
し
た
者
と
し
て
一
握
り
の
専
門
家
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
ろ
う
（

教
授
精
神
病
学
講
義
筆
記
録
（
高
嶺
三

吉

：

資
料：

開
講
一
〇
〇
年
を
ま
え
に

岡
田
靖
雄
、
吉
岡
真
二
、
長
谷
川
源
助
、
医
学
書
院
、
一
九
八
五
年
。

精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成

戦
前

編

第
六
巻：

精
神
病
学
講
義
録
╱
教
科
書
（
編
集
復
刻
版
）
岡
田
靖
雄
ほ
か
編
、
六
花
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。
二
十
六
歳
で
夭
折
し
た
翌
年
に
友
人

ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

高
嶺
君
遺
稿

（
早
川
千
吉
郎
編
、
明
治
二
十
一
年
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
）
に
は
、
彼
の

三
つ
の
遺
稿
と
と
も
に
、

高
嶺
三
吉
君
伝

と
い
う
略
伝
と
追
悼
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
略
伝
に
よ
れ
ば
、
金
沢
の
士
族
の
家
に
生
ま
れ
た
高
嶺
は

石
川
県
立
専
門
学
校
の
文
学
科
を
卒
業
、
同
校
で
英
語
学
の
教
員
と
な
っ
た
の
ち
、
奨
学
金
を
得
て
さ
ら
に
学
問
を
志
し
て
上
京
し
、
東
京
大
学
文
学

部
に
選
科
生
と
し
て
入
学
す
る
が
、
明
治
二
十
年
五
月
に
脳
症
に
罹
り
、
卒
業
を
目
前
に
し
て
七
月
六
日
に
二
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
収
め
ら
れ
た

遺
稿
は

印
度
哲
学

老
荘
の
道
徳
と
儒
教
の
道
徳
と
の
異
同

降
霊
術
を
論
す
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
）

の
三
つ
で
、
こ
の
う
ち

降
霊
術
を

論
す
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
）
は
、
も
と
も
と
英
文
だ
っ
た
の
を
上
梓
に
当
た
り
同
窓
の
友
で
あ
る
徳
永
満
之
と
岡
田
良
平
が
翻
訳
し
た
、
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
の

高
嶺
君
遺
稿

と
は
別
に
、
東
京
大
学
時
代
の
受
講
ノ
ー
ト
が

高
峯
遺
稿

（
高
嶺
遺
稿
）
と
し
て
第
壱
か
ら
第
七
ま
で
計
七
冊
（
二
千
数

百
頁
、
そ
の
う
ち
第
六
ま
で
は
複
数
の
ノ
ー
ト
を
合
本
し
た
大
冊
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
貼
ら
れ
た
寄
贈
文
に
よ
れ
ば
、
一
周
忌
の
命
日

に
友
人
た
ち
が
こ
れ
を
第
四
高
等
中
学
校
に
寄
贈
し
た
。
こ
れ
が
現
在
金
沢
大
学
付
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
嶺
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
同
図
書

館
の
梶
井
の
報
告
（
梶
井
重
明

高
嶺
遺
稿
を
め
ぐ
っ
て

西
田
幾
多
郎
と
カ
ン
ト
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ

金
沢
大
学
付
属
図
書
館
報

こ
だ
ま

第
一

四
二
号
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
日
）
を
き
っ
か
け
に
大
谷
大
学
の
研
究
班
が
こ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
現
在
そ
の
翻
刻
と
分
析
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
高
嶺
ノ
ー
ト
に
は
、
梶
井
も
報
告
す
る
よ
う
に
、
本
稿
で
言
及
す
る
外
国
人
教
師
の
講
義
の
ほ
か
に
、
上
記
の
榊

に
よ
る
明

治
十
九
年
度
の
精
神
病
（
理
）
学
講
義
や
解
剖
及
び
生
理
学
、
十
八
年
か
ら
十
九
年
度
の
島
田
重
禮
の
支
那
哲
学
、
十
九
年
度
の
吉
谷
覚
壽
の
印
度
哲
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学
（
仏
教
講
義
と
天
台
四
教
儀
）
な
ど
、
日
本
人
教
師
の
講
義
が
（
そ
の
第
壱
冊
に
）
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
講
義
や
年
度
違
い
の

講
義
が
清
沢
ノ
ー
ト
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
こ
の
方
面
で
の
調
査
が
進
展
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

十
一
月
九
日
と
い
う
日
付
に
つ
い
て
は
、

東
京
開
成
学
校
第
二
年
報

明
治
七
年

の
記
述
（

十
一
月
十
九
日
英
人
サ
イ
ル
ヲ
修
身
学
教
授
ト
ス

）

に
従
わ
ず
、

講
師
履
歴
書

に
従
っ
た
。

資
料

御
雇
外
国
人

（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）
の
サ
イ
ル
の
項
目
も
十
一
月
九
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。

小
澤
三
郎

日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研
究

東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、
第
十
三
章

開
成
学
校
御
傭
教
師E

W

サ
イ
ル

。
重
久
篤
太
郎

お

雇
い
外
国
人
五

教
育
・
宗
教

鹿
島
出
版
会
、
一
九
六
八
年

三
宅
雄
二
郎

明
治
哲
学
会
の
回
顧

岩
波
講
座

哲
学

一
九
三
五
年

高
田
早
苗

半
蜂
昔
ば
な
し

早
稲
田
大
学
出
版
会
、
昭
和
二
年

山
口
静
一

東
京
大
学
に
お
け
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
⑷
｜
担
当
学
科
と
講
義
内
容
｜

埼
玉
大
学
紀
要

外
国
語
学
文
学
篇

第
六
巻
、
埼
玉
大
学
、
一
九

七
二
年；

山
口
静
一

フ
ェ
ノ
ロ
サ

三
省
堂
、
一
九
八
二
年；

山
口
静
一

フ
ェ
ノ
ロ
サ
社
会
論
集

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

な
お
明
治
十
七
年
度
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
申
報
は

東
京
大
学
第
五
年
報

に
も
載
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
降
の
申
報
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
て
い
な

い
。

秋
山
ひ
さ
編
・
解
説

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
社
会
学
講
義

神
戸
女
学
院
大
学
研
究
所
、
一
九
八
二
年

な
お
清
沢
ノ
ー
ト
（F

048
049

）
に
は
、
講
義
の
書
き
取
り
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
自
習
の
跡
で
あ
ろ
う
か
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ

論
理
学
の
初
歩

の

注
と
章
末
と
に
指
示
さ
れ
た
参

文
献
が
網
羅
的
に
抜
粋
さ
れ
た
り
、
フ
ァ
ウ
ラ
ー

演
繹
論
理
学
の
初
歩

や
ド
・
モ
ル
ガ
ン

形
式
論
理
学

の

本
文
か
ら
大
量
に
要
約
的
に
抜
粋
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
フ
ァ
ウ
ラ
ー
は
明
治
八
年
の

第
三
年
報

や
明
治
九
年
の

第
四
年
報

に
教
科
書
と
し

て
挙
が
っ
て
い
る
。T

h
o
m
a
s F

o
w
ler,

T
h
e elem

en
ts of d

ed
u
ctive logic:

D
esign

ed
 
M
ain

ly for th
e U

se of Ju
n
ior S

tu
d
en
ts in

 
th
e

 
U
n
iversities,

O
x
fo
rd
:
C
la
ren

d
o
n P

ress,
1867

、A
u
g
u
stu
s D

e M
o
rg
a
n
,F
orm

al logic,
or,

T
h
e calcu

lu
s of in

feren
ce,

n
ecessary an

d
 

probable,
L
o
n
d
o
n
:
T
a
y
lo
r a
n
d W

a
lto
n
,
1847.

哲
学
史
を
学
ぶ
に
あ
た
り
清
沢
が
自
習
し
た
と
思
わ
れ
る
跡
が
ノ
ー
ト
の
あ
ち
こ
ち
に
残
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
こ
こ
で
挙
げ
て
お
く
。
ノ
ー
ト（F

073

075

）
に
は
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー

哲
学
史
便
覧

の
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
大
量
の
抜
粋
と
、
ル
イ
ス

タ
レ
ス
か
ら
コ
ン
ト
ま
で
の
哲
学
史

の

目
次
の
網
羅
的
抜
粋
が
あ
る
。
早
く
か
ら
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
こ
れ
ら
を
参

書
に
挙
げ
て
い
る（
た
と
え
ば
明
治
十
二
年
度
申
報
）。A

lb
ert S

ch
w
eg
ler,

H
a
n
d
b
o
o
k o

f th
e H

isto
ry o

f th
e P

h
ilo
so
p
h
y
,
tr.
Ja
m
es H

u
tch

in
so
n S

tirlin
g
,
E
d
in
b
u
rg
h
:
E
d
m
o
n
sto
n
&
D
o
u
g
la
s,
1867.;

G
eo
rg
e
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H
en
ry L

ew
es,

T
h
e h
isto

ry o
f p
h
ilo
so
p
h
y fro

m
 
T
h
a
les to C

o
m
te,

L
o
n
d
o
n
:
L
o
n
g
m
a
n
s,
g
een

,
a
n
d co

..
1807.

ま
た
ノ
ー
ト
（F

113

）

に
は
ボ
ウ
エ
ン

近
世
哲
学

序
論
の
前
半
（
十
七
世
紀
の
哲
学
）
か
ら
の
抜
粋
と
、
ド
レ
イ
パ
ー
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
的
発
展
の
歴
史

の
ほ
ぼ

第
七
章
ま
で
（
お
も
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
）
の
目
次
と
傍
注
の
抜
粋
が
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
師
で
あ
る
ボ
ウ
エ
ン
の
著
書
は
明
治
十
三
年
の

一

覧

に
参

書
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。A

.
M
.
F
ra
n
cis B

o
w
en
,
M
o
d
ern p

h
ilo
so
p
h
y fro

m
 
D
esca

rtes to S
ch
o
p
en
h
a
u
er a

n
d H

a
rtm

a
n
n
,

N
ew
 
Y
o
rk
:
C
h
a
rles S

crib
er’s S

o
n
,
1877.;

Jo
h
n W

illia
m
 
D
ra
p
er,

H
istory of th

e In
tellectu

al D
evelopm

en
t of E

u
rope,

V
o
lu
m
e

 
I
o
f 2

,
N
ew
 
Y
o
rk
:
H
a
rp
er
&
B
ro
th
ers,

P
u
b
lish

ers,
1876.

村
形
明
子
編

清
沢
満
之
筆
記
フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学

講
義
録

L
o
tu
s

二
八
、
日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
、
二
〇
〇
八
年
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
義

哲

学
史
｜
ヘ
ー
ゲ
ル
論
（
清
澤
満
之
筆
記
）
（
上
）、
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
文
献
資
料
委
員
会
、
守
津
隆
（
担
当
）、
山
口
誠
一
（
協
力
）、

ヘ
ー
ゲ
ル
哲

学
研
究

十
七
、
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
編
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一

二
一
五
頁
。
な
お
村
形
明
子
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
り
翻
刻
さ
れ
た
部
分
は
、
高
嶺

の
記
し
た
日
付
に
よ
る
と
、
明
治
十
八
年
一
月
十
三
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
の
十
五
講
に
相
当
す
る
。

ノ
ー
ト
で
は13.

F
eb
.

と
な
っ
て
い
る
が
、
次
が15.

Ja
n
.

そ
の
次
が20.

Ja
n
.,

22.
Ja
n
.,
27,

Ja
n
.,
29,

Ja
n
.,
3.
F
eb
.

と
続
く
か
ら
、13.

F
eb
.

は13.
Ja
n
.

の
書
き
間
違
い
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
内
容
的
に
も
そ
う
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
明
治
十
二
年
度
か
ら
は
外
山
正
一
も
文
学
部
四
年
生
の
哲
学
の
講
義
を
開
講
し
て
、
ク
ー
パ
ー
や
の
ち
に
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
こ
れ
を
分
担
す
る
形

に
な
る
（

教
員
受
持
学
科
表

を
参
照
）。
こ
れ
は
山
口
（
二
〇
〇
〇
）
に
引
用
さ
れ
る
明
治
十
三
年
度
の

東
京
大
学
法
理
文
学
部
一
覧

で
、
文

学
部
四
年
生
の
哲
学
講
義
を
甲
乙
の
二
種
に
分
け
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
。
た
だ
し
外
山
の
そ
の
哲
学
講
義
（
甲
の
講
義
）
の
内
容
は
、

そ
の
後
の

一
覧

や
外
山
の
申
報
に
よ
る
と

心
理
学

（
明
治
十
三
年
度
や
十
五
年
度
の
申
報
で
は

心
理
学
の
高
尚
な
部
分

）
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
人
間
と
動
物
の
精
神
の
比
較
、
知
力
や
感
情
の
進
化
、
道
義
の
大
本
等
（
十
二
年
度
の
申
報
）
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
義

哲
学
史

ヘ
ー
ゲ
ル
論

（
阪
谷
芳
郎
筆
記
）、
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
文
献
資
料
委
員
会
、
山
口
誠
一
（
解
読
・
解
説
）・
守
津
隆

（
解
読
・
翻
訳
）

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究

十
五
、
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
編
、
一
五
九

一
七
一
頁
、
二
〇
〇
九
年

坪
内
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
部
分
の
筆
記
は
次
の
二
つ
の
百
科
事
典
の
記
事
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
使
用
の
版
は
不
明
）。

⑴
S
u
pplem

en
t to th

e fou
rth
,
fi
fth
,
an
d
 
sixth ed

ition
s of th

e E
n
cyclopaed

ia B
ritan

n
ica:

W
ith prelim

in
ary d

issertation
s on

 
th
e

 
h
istory of th

e scien
ces,

E
d
in
b
u
rg
h
:
p
rin
ted fo

r A
.
C
o
n
sta
b
le a

n
d co

.,
1824,

V
o
l.
3:
p
p
.
94

5

（C
h
in
a

の
項
）、

⑵
P
en
n
y C

yclopaed
ia of th

e S
ociety for th

e D
i
u
sion

 
of U

sefu
l K

n
ow
led
ge,

L
o
n
d
o
n
:
C
h
a
rles K

n
ig
h
t
&
co
.,
1840,

v
o
l.
16:

p
.
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（M
u
sic

の
項
）。

柳
田
泉

若
き
坪
内
逍
遙

明
治
文
学
研
究
Ⅰ

春
秋
社
、
一
九
六
〇
年
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
復
刻
）

な
お
ノ
ッ
ク
ス
が
創
立
期
か
ら
深
く
か
か
わ
っ
た
明
治
学
院
大
学
に
は
の
ち
に
歴
史
資
料
館
が
付
設
さ
れ
、
ノ
ッ
ク
ス
関
係
の
資
料
を
所
蔵
す
る
が
、

哲
学
・
倫
理
学
関
係
の
原
稿
や
ノ
ー
ト
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
同
館
に
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
一
年
九
月
の
段
階
で
は

所
蔵
は
確
認
で
き
な
い
と
の
報
告
を
得
た
。

一
回
目
は‘E

th
ics v

.
I b
y S

.
T
a
k
a
m
in
e 22 /S

ep
. /83.’

二
回
目
は‘II E

th
ics 27. /S

ep
. /83.’

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
か
こ
の
二
回
分
だ
け

が
別
の
時
期
の
（
時
期
的
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
）
講
義
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
た
ん
に86

を83

と
書
き
誤
っ
た
の
で
あ
り
、
三

回
目
の‘III.

L
ectu

re o
f E

th
ics.

28. /S
ep
. /86.’

へ
続
く
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
十
九
年
度
の
教
員
受
持
学
科
表
で
は
、
ノ
ッ
ク
ス
の
欄
に
倫
理
学
は
な
く
、
審
美
学
と
記
さ
れ
て
い
る
。

清
沢
満
之
全
集

第
四
巻

哲
学
史
研
究

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

‘H
isto

ry o
f P

h
ilo
so
p
h
y
.
v
o
l.
I.
b
y
.
B
u
slu B

elo
n
g to S

.
T
a
k
a
m
in
e 2.

F
eb
.’

と
い
う
頁
に
は
じ
ま
る
。B

u
slu

と
読
め
る
が
、B

u
sse

の

講
義
で
あ
ろ
う
。
日
付
に
つ
い
て
い
え
ば
、v

o
l.
II

が20.
M
a
rch

/86

、v
o
l.
III

が20.
A
p
ril.

86

と
な
っ
て
い
る
が
、
86
は
87
の
書
き
間
違
い
か

一
八
八
六
年
度
の
こ
と
と
み
な
け
れ
ば
ブ
ッ
セ
の
着
任
時
期
と
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
哲
学
史
の
ノ
ー
ト
は
、
一
八
八
七
年
二
月
二
日

か
ら
四
月
二
十
日
の
頃
の
ブ
ッ
セ
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
頃
の
と
い
う
の
は
、
全
部
で
三
回
の
講
義
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
何
回
か

分
の
講
義
を
ま
と
め
て
都
合
三
度
に
わ
た
っ
て
清
書
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
付
に
つ
い
て
い
え
ば
、
高
嶺
ノ
ー
ト
のA

esth
etics v

o
l.
I.

が31.
Ja
n
.

、v
o
l.II

が
8.M

a
rch

. /86

、v
o
l.III

が10 /M
a
y
/86

と
な
っ
て
い
る

が
、
や
は
り
こ
こ
も
86
は
一
八
八
六
年
で
は
な
く
一
八
八
六
年
度
を
指
す
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
審
美
学
の
ノ
ー
ト
は
、
一
八
八
七
年
一

月
三
十
一
日
か
ら
五
月
十
日
ま
で
に
ブ
ッ
セ
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
二
〇
一
〇

一
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
基
礎
研
究
（
Ｃ
））
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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